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主な掲載内容

平成28年4月24日発行No.218

●第1回定例会を開催	 １面
●区政をきく（代表質問）	 ２～３面
●区長施政方針演説	 3面	
●教育委員会委員長所信表明	 ３面
●区政をきく（一般質問）	 ４～５面
●平成28年度予算の概要と主な事業	 ６～７面
●予算に対する各会派の意見	 ８面
●第1回定例会で決まった議案など	 ９～11面
●第1回定例会の請願・陳情の結果	 10面
●ICT化先進議会視察、長野県東御市議会親善訪問	 12面
●大連市代表団来訪、議場防災訓練など	 12面

第 1 回 定 例 会 号

お たお
今号の花
アケビ
花言葉：才能、
唯一の恋

平成28年度予算を可決
　大田区議会は、平成28年第１回定例
会を2月19日から3月25日までの36日
間の会期で開きました。
　定例会では、区長の施政方針演説と教
育委員会委員長の所信表明があり、平成
28年度予算案を中心に区政の諸課題に
ついて議論しました（詳細は、2～5面
に掲載）。
　この定例会で上程、審議した主な内容
は、右のとおりです。

●�区長提出議案として、計画的な小中学校校舎の改築などを含む平成28年度予算案や、大
田区行政不服審査法施行条例案など報告を含む99件が提出されました。このうち平成
28年度予算案は、予算特別委員会を設置して集中審査を行い、賛成者多数で可決しまし
た（平成28年度予算に対する各会派の意見は8面に、審議の結果など詳細は9～11面に
掲載）。

●�議員提出議案及び委員会提出議案として、「中央防波堤埋立地の大田区への全島帰属を
求める決議」と1件の条例案が提出され、2件とも全会一致で可決しました（詳細は10
面に記載）。

●�請願・陳情は、審議の結果、不採択23件、そのほかは継続審査となりました（請願・陳
情の結果は、10面に掲載）。

亀甲山古墳と宝莱山古墳をつなぐ虹橋

多摩川台公園沿いの風景
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［
羽
田
空
港
跡
地
の
ま
ち
づ
く
り
］

空
港
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
生
か
す
提

案
を
出
し
や
す
く
す
る
べ
き
で
は
。

中
小
企
業
の
集
積
強
化
を
考
え
、
舟

運
の
拠
点
と
し
て
観
光
な
ど
に
相
乗
効

果
を
生
み
出
す
こ
と
が
重
要
。
民
間
か

ら
の
提
案
が
出
し
や
す
い
環
境
を
作
っ

て
い
き
た
い
。

［
観
光
振
興
に
つ
い
て
］

船
を
使
っ
た
観
光
施
策
も
想
定
さ
れ

る
が
、
取
り
組
み
を
伺
う
。

水
辺
エ
リ
ア
は
、
舟
運
の
実
施
に
よ

り
魅
力
的
な
観
光
資
源
を
生
み
出
す
。

近
隣
自
治
体
や
東
京
モ
ノ
レ
ー
ル
と
の

連
携
強
化
で
、
水
辺
空
間
の
活
用
が
進

捗
す
る
と
考
え
る
。
大
田
市
場
な
ど
、

魅
力
あ
る
地
域
資
源
と
水
辺
と
の
回
遊

性
を
持
た
せ
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

船
か
ら
見
た
景
色
も
考
慮
す
べ
き
。

護
岸
や
散
策
路
の
整
備
な
ど
で
も
、

景
観
に
配
慮
し
た
取
り
組
み
を
進
め
る
。

新
交
通
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
伺
う
。

臨
海
部
へ
の
交
通
ア
ク
セ
ス
の
充
実

・
改
善
に
取
り
組
む
と
共
に
、
新
た
な

交
通
シ
ス
テ
ム
も
検
討
す
る
。

観
光
施
策
の
充
実
に
は
、
事
業
ご
と

に
ノ
ウ
ハ
ウ
を
も
っ
た
団
体
や
企
業
を

募
集
し
て
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
か
つ
柔
軟
に
対
応
で

き
る
事
業
者
や
団
体
な
ど
の
強
み
を
生

か
し
、
協
力
し
て
も
ら
う
。

観
光
案
内
所
の
有
効
活
用
や
、
観
光

協
会
の
ス
ペ
ー
ス
の
見
直
し
も
検
討
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

羽
田
空
港
、
京
急
蒲
田
、
京
急
線
品

川
駅
で
も
新
た
な
情
報
発
信
の
方
法
を

検
討
。
設
置
場
所
で
の
ニ
ー
ズ
を
検
証

し
、
産
業
と
観
光
の
両
面
か
ら
機
能
的

か
つ
効
果
的
な
活
用
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

平
和
島
ユ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
の
建
て
替

え
は
、
何
を
目
的
と
す
る
の
か
。

青
少
年
健
全
育
成
活
動
の
拠
点
と
し
、

ア
ス
リ
ー
ト
が
ス
ポ
ー
ツ
交
流
で
き
る

宿
泊
型
施
設
と
し
て
整
備
し
、
観
光
政

策
や
産
業
振
興
に
も
寄
与
さ
せ
て
い
く
。

［
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
関
連
し
て
］

公
共
交
通
の
整
備
と
ス
ポ
ー
ツ
ゾ
ー

ン
内
の
回
遊
性
も
必
要
で
は
な
い
か
。

大
田
ス
タ
ジ
ア
ム
や
大
森
ふ
る
さ
と

の
浜
辺
公
園
、
大
田
市
場
な
ど
臨
海
部

の
「
に
ぎ
わ
い
と
魅
力
」
の
創
出
、
交

通
ア
ク
セ
ス
の
充
実
を
強
化
し
て
い
く
。

舟
運
の
活
用
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク

ル
な
ど
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
。

大
田
ス
タ
ジ
ア
ム
で
の
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
招
致
の
機
運
を
高
め
つ
つ
、
レ
ガ
シ

ー
と
な
る
改
修
が
必
要
で
は
な
い
か
。

日
本
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
１
部
リ
ー

グ
の
公
式
戦
の
開
催
を
計
画
す
る
な
ど
、

親
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
く
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後
は
臨
海
部
の

魅
力
づ
く
り
に
配
慮
し
た
改
修
を
行
う
。

大
き
な
イ
ベ
ン
ト
時
の
移
動
、
宿
泊
、

飲
食
の
手
当
て
や
、
も
て
な
し
な
ど
を

受
け
持
て
る
組
織
は
あ
る
の
か
。

旅
館
、
商
店
、
交
通
事
業
者
な
ど
が

持
つ
資
源
、
情
報
を
一
元
化
で
き
る
仕

組
み
づ
く
り
が
、
効
果
的
と
考
え
る
。

総
合
的
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
で
き
る
仕

組
み
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

お
み
や
げ
表
彰
制
度
は
、
大
田
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
や
、
産
業
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
も
の
を
望
む
。

大
田
の
土
産
・
特
産
品
を
選
定
、
表

彰
す
る
。
選
定
さ
れ
た
品
物
は
、
様
々

な
機
会
で
販
売
、
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
く
。

［
中
央
防
波
堤
埋
立
地
の
帰
属
問
題
］

調
停
や
訴
訟
と
い
う
手
段
を
行
使
す

べ
き
時
期
で
あ
る
。
よ
り
積
極
的
で
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
な
対
応
を
求
め
る
。

解
決
を
い
つ
ま
で
も
引
き
ず
る
こ
と

は
適
切
で
は
な
い
と
考
え
、
最
良
の
選

択
・
方
策
を
判
断
し
て
い
く
。

［
公
共
施
設
の
適
正
配
置
や
複
合
化
］

整
備
計
画
全
体
と
し
て
ど
の
よ
う
な

目
的
を
持
っ
て
取
り
組
む
の
か
。

利
便
性
や
機
能
集
約
化
に
よ
る
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
、
施
設
管
理
の
効
率
化
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
な
ど
を
高
め

る
施
設
整
備
の
考
え
方
を
明
ら
か
に
し

て
い
く
。
長
寿
命
化
工
事
と
し
て
リ
フ

ァ
イ
ニ
ン
グ
な
ど
の
導
入
も
検
討
し
、

将
来
的
な
財
政
負
担
の
抑
制
、
平
準
化

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

［
さ
ぽ
ー
と
ぴ
あ
二
期
工
事
］

工
事
の
目
的
と
役
割
に
つ
い
て
伺
う
。

ど
ん
な
障
が
い
が
あ
っ
て
も
地
域
の

中
で
生
活
で
き
る
よ
う
、
日
常
の
行
動

が
著
し
く
困
難
な
方
な
ど
の
支
援
を
強

化
す
る
。
学
齢
期
の
発
達
障
が
い
児
へ

の
新
た
な
支
援
の
検
討
を
重
ね
て
い
る
。

障
が
い
者
の
総
合
的
支
援
セ
ン
タ
ー
と

し
て
い
き
た
い
。

医
療
が
必
要
な
重
症
心
身
障
が
い
者

へ
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
在
宅
の
障
が

い
者
が
利
用
で
き
る
短
期
入
所
事
業
を

検
討
し
て
い
る
。
医
療
と
福
祉
の
高
い

見
識
と
専
門
性
を
あ
わ
せ
持
つ
専
門
機

関
と
の
連
携
が
重
要
と
考
え
る
。

［
清
掃
事
業
の
委
託
に
つ
い
て
］

委
託
事
業
者
と
し
っ
か
り
連
携
で
き

る
職
員
の
育
成
を
ど
う
考
え
る
か
。

収
集
業
務
で
は
、
区
が
委
託
事
業
者

を
指
導
監
督
し
適
正
な
処
理
を
確
保
す

る
。
知
識
や
経
験
を
継
承
し
、
新
規
職

員
の
採
用
に
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

［
未
来
プ
ラ
ン
の
更
新
に
つ
い
て
］

３
か
年
の
実
施
計
画
を
作
っ
た
ら
ど

う
か
。平

成
28
年
度
は
、
お
お
た
未
来
プ
ラ

ン
10
年
（
後
期
）
の
折
り
返
し
地
点
と

な
る
。
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
検
証

・
分
析
し
、
具
体
的
・
計
画
的
に
取
り

ま
と
め
た
実
施
計
画
が
必
要
と
考
え
る
。

の
多
数
利
用
者
と
、
利
用
頻
度
の
少
な

い
利
用
者
と
の
公
平
性
が
確
保
さ
れ
る
。

来
年
度
予
算
の
産
業
経
済
費
38
億
円

は
、
全
体
の
わ
ず
か
１
・
46
％
で
、
従

来
の
施
策
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
全
数

調
査
を
生
か
し
、
産
業
経
済
に
関
す
る

予
算
を
２
倍
３
倍
に
増
や
す
べ
き
。

区
内
産
業
振
興
に
必
要
な
事
業
を
推

進
す
る
た
め
の
予
算
を
計
上
し
て
い
る
。

非
正
規
職
員
や
業
務
委
託
は
、
区
民

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
も
た
ら
す
。
職
員

定
数
基
本
計
画
を
撤
回
す
べ
き
。

計
画
で
は
、
行
政
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ

ン
グ
な
ど
を
計
画
的
に
進
め
、
適
正
な

職
員
配
置
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

新
空
港
線(

蒲
蒲
線)

は
、
昨
年
７

月
の
都
広
域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画

に
関
す
る
ま
と
め
で
、
都
内
で
優
先
的

に
整
備
す
る
５
路
線
に
入
ら
ず
、
半
ば

破
綻
明
確
な
計
画
で
あ
り
撤
退
す
べ
き
。

私
が
先
頭
に
立
ち
、
実
現
に
向
け
着

実
に
取
り
組
ん
で
い
く
。	

［
命
と
健
康
を
守
る
国
民
健
康
保
険
］

国
民
健
康
保
険
料
の
徴
収
・
差
し
押

さ
え
強
化
で
、
成
果
に
応
じ
て
東
京
都

か
ら
事
実
上
の
報
奨
金
を
区
は
受
け
取

っ
て
い
る
。
区
は
こ
の
制
度
に
関
与
せ

ず
に
き
っ
ぱ
り
と
や
め
る
べ
き
。

徴
収
へ
の
取
り
組
み
は
、
公
平
な
負

担
を
実
現
す
る
た
め
に
も
、
保
険
者
と

し
て
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

国
民
健
康
保
険
の
都
道
府
県
調
整
交

付
金
は
、
国
会
で
保
険
料
値
下
げ
に
使

え
る
と
答
弁
し
て
い
る
の
で
、
値
下
げ

に
使
う
べ
き
。

国
の
被
保
険
者
へ
の
財
政
支
援
で
あ

る
。
今
後
も
国
の
動
向
等
を
注
視
す
る
。

保
険
料
の
支
払
い
で
生
活
保
護
基
準

以
下
と
な
る
方
に
介
護
保
険
と
同
様
の

境
界
層
措
置
を
行
う
よ
う
検
討
す
べ
き
。

国
保
に
は
境
界
層
措
置
は
な
い
が
、

大
田
区
国
保
で
は
、
加
入
世
帯
の
約
半

分
が
、
均
等
割
保
険
料
の
軽
減
措
置
の

対
象
に
な
っ
て
い
る
。

［
羽
田
空
港
新
飛
行
経
路
の
撤
回
を
］

羽
田
空
港
の
機
能
強
化
で
、
増
便
す

る
計
画
と
な
り
、
都
心
上
空
に
新
た
な

空
路
を
設
け
る
こ
と
に
つ
い
て
、
区
民

に
丁
寧
な
説
明
を
求
め
る
だ
け
で
な
く
、

撤
回
を
国
に
要
請
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

今
回
の
国
の
提
案
は
重
要
な
問
題
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
も
都
や

周
辺
自
治
体
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、

国
と
協
議
を
進
め
て
い
く
。

［
住
民
が
主
人
公
の
ま
ち
づ
く
り
を
］

雑
色
駅
前
開
発
は
、
京
急
蒲
田
駅
前

や
糀
谷
駅
前
開
発
の
よ
う
に
、
住
民
追

い
出
し
に
せ
ず
、
大
手
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー

の
利
益
誘
導
型
に
す
る
こ
と
は
や
め
、

住
民
が
住
み
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
抜
本

的
に
や
り
直
す
べ
き
。

地
域
の
方
々
と
協
働
し
て
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
。

世
論
調
査
は
１
年
お
き
で
は
な
く
毎

年
実
施
す
べ
き
。
対
象
を
増
や
し
比
較

検
討
す
る
た
め
、
継
続
的
に
同
じ
内
容

を
聞
き
、
主
人
公
と
し
て
の
区
民
が
、

ど
う
い
う
ま
ち
に
し
た
い
の
か
と
い
う

調
査
に
す
る
よ
う
求
め
る
。

今
年
度
か
ら
世
論
調
査
を
毎
年
実
施

し
て
い
る
。
世
論
調
査
に
限
ら
ず
、
区

民
の
声
を
受
け
止
め
、
区
民
が
主
役
の

区
政
の
実
現
に
、
今
後
と
も
取
り
組
む
。

区では、まちの魅力と産業が世界に向けて輝く都市を目指し、臨海部、
多摩川、呑川などの水辺空間の利活用を促進し、区民や訪れる人々
が楽しめる水辺空間の整備や、水上交通の検討を進めている。

［
憲
法
第
９
条
を
守
る
区
政
を
］

戦
争
す
る
国
づ
く
り
へ
加
速
状
態
の

安
倍
内
閣
に
対
し
て
、
国
の
専
管
事
項

と
し
て
、
区
長
が
何
も
言
わ
な
い
の
は
、

区
民
に
対
す
る
責
任
放
棄
。
特
に
憲
法

第
９
条
第
２
項
を
守
る
平
和
へ
の
決
意

を
明
確
に
す
べ
き
。

次
世
代
に
向
け
、
平
和
な
都
市
を
築

い
て
い
く
こ
と
は
、
最
も
重
要
な
使
命
。

一
方
で
、
現
行
憲
法
の
制
定
か
ら
70
年

以
上
が
経
過
し
、
様
々
な
意
見
が
展
開

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
動
向
を
注
視
す
る
。

［
区
民
の
暮
ら
し
・
営
業
を
第
一
に
］

区
の
景
況
調
査
へ
の
コ
メ
ン
ト
で
も

 「
も
う
や
っ
て
い
け
な
い
」
と
述
べ
て

お
り
、
区
民
の
暮
ら
し
・
営
業
は
も
う

限
界
。
区
民
生
活
や
営
業
を
守
る
た
め
、

消
費
税
10
％
へ
の
増
税
を
中
止
す
る
よ

う
政
府
に
求
め
る
べ
き
。

少
子
化
・
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、

扶
助
費
が
増
加
す
る
。
社
会
保
障
制
度

の
安
定
財
源
確
保
は
、
重
要
な
課
題
。

公
共
施
設
は
福
祉
の
増
進
を
図
る
目

的
の
施
設
で
、
住
民
の
平
等
・
無
差
別

と
い
う
利
用
原
則
が
あ
り
、
受
益
者
負

担
の
原
則
は
適
用
さ
れ
な
い
。
集
会
室

な
ど
の
公
共
施
設
の
使
用
区
分
で
、
約

８
割
の
使
用
料
値
上
げ
は
撤
回
す
べ
き
。

利
用
者
の
応
分
負
担
に
よ
り
、
施
設

区
政
を
き
く

空
港
と
水
辺
と
ス
ポ
ー
ツ
ゾ
ー
ン

を
生
か
し
た
街
づ
く
り

自
由
民
主
党
大
田
区
民
連
合　

伊
藤
　
和
弘

安
保
法
制
を
廃
止
し
区
民
の
暮
ら
し
・

福
祉
第
一
の
新
年
度
予
算
に

日
本
共
産
党
大
田
区
議
団　

金
子
　
悦
子

区では、広島・長崎の平和祈念式典に合わせ、区役所本庁舎１階で「平和・原爆のパネル展」を毎
年８月に実施。戦争の悲惨さ、平和の大切さを伝えるため、 原爆の資料パネルなどを展示している。

● 議員紹介	 ● 会議日程
● 本会議の結果	 ● 特別委員会の報告書
● 議会中継	 ● 会議録の検索
● 決議・意見書	 ● 請願・陳情の審査結果
● 区議会だより	 ● 大田区議会ガイドブック

ホームページのご案内
　ホームページで議会の新着情報や議員名
簿、会議日程などをお知らせしています。
ぜひご活用ください。

大田区議会ホームページ
アドレス
http://www.city.ota.tokyo.jp/
gikai/

主な掲載内容

代
表
質
問



おおた区議会だより
平成28年4月24日発行

No.218 会議録検索システム  区議会の会議録がインターネットを利用して、検索閲覧できます。
http://www.city.ota.tokyo.jp/gikai/kaigiroku.html 検索大田区議会　会議録

3

［
景
気
対
策
に
つ
い
て
］

特
に
区
内
商
工
業
者
な
ど
メ
リ
ッ
ト

が
全
く
感
じ
ら
れ
な
い
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

の
イ
ン
パ
ク
ト
に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

商
工
業
者
へ
の
効
果
は
、
一
部
事
業

者
の
み
と
限
定
的
。
製
造
業
の
新
分
野

進
出
や
研
究
開
発
促
進
、
販
路
・
市
場

開
拓
な
ど
更
な
る
支
援
へ
取
り
組
む
。

［
子
ど
も
の
貧
困
に
つ
い
て
］

「
無
戸
籍
の
日
本
人
」
が
話
題
に
な

っ
て
い
る
。
区
は
無
戸
籍
問
題
に
関
し

て
ど
の
よ
う
に
実
態
把
握
を
し
て
、
対

策
を
と
っ
て
い
る
か
。

関
連
部
局
を
通
し
て
情
報
収
集
を
行

い
、
状
況
把
握
に
努
め
て
い
る
。
現
在
、

無
戸
籍
者
の
報
告
は
な
い
。

子
ど
も
の
貧
困
対
策
は
、
ま
ず
絶
対

的
貧
困
の
把
握
が
必
要
。
計
画
の
策
定

に
つ
い
て
、
実
態
調
査
の
基
本
姿
勢
や

具
体
的
な
調
査
方
法
な
ど
を
伺
う
。

ア
ン
ケ
ー
ト
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
子
ど

も
の
状
況
を
幅
広
い
視
点
か
ら
把
握
し

て
い
く
。
課
題
を
明
確
に
し
、
実
効
性

の
高
い
施
策
や
切
れ
目
な
い
支
援
を
展

開
で
き
る
よ
う
計
画
を
策
定
し
て
い
く
。

計
画
策
定
や
調
査
実
施
に
は
、
教
育

委
員
会
と
の
連
携
が
不
可
欠
で
あ
る
。

問
題
意
識
と
今
後
の
方
向
性
を
伺
う
。

学
校
現
場
で
は
、
子
ど
も
の
状
況
に

応
じ
た
支
援
策
を
講
じ
て
い
る
。
深
刻

さ
を
増
す
貧
困
な
ど
子
ど
も
の
困
難
に

対
し
正
面
か
ら
向
き
合
い
、
実
態
調
査

に
協
力
し
、
必
要
な
施
策
を
講
じ
る
。

［
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
］

ス
ポ
ー
ツ
部
局
内
に
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
特
化
し
た
担
当
課
を
つ
く
り
、
障

が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
や
競
技
大
会
、

事
前
キ
ャ
ン
プ
な
ど
の
誘
致
を
進
め
る

べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

現
時
点
で
は
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

特
化
し
た
部
署
に
よ
ら
ず
、
障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
啓
発
を
図
っ
て
い
く
。

［
教
育
に
つ
い
て
］

い
じ
め
が
問
題
視
さ
れ
る
度
に
、
教

育
委
員
会
や
学
校
側
が
い
じ
め
を
否
定

す
る
会
見
が
報
道
さ
れ
る
。
大
田
区
い

じ
め
問
題
調
査
委
員
会
の
設
置
に
よ
っ

て
そ
の
よ
う
な
事
態
は
な
く
な
る
の
か
。

調
査
委
員
会
に
は
重
大
事
態
発
生
時
、

専
門
家
に
よ
る
公
平
公
正
な
立
場
か
ら

事
実
解
明
、
当
事
者
の
心
の
ケ
ア
へ
の

助
言
・
指
導
、
改
善
策
提
案
を
お
願
い

す
る
。
学
校
や
教
育
委
員
会
も
当
事
者

と
し
て
主
体
的
に
事
実
解
明
に
努
め
る
。

小
中
学
生
に
対
す
る
英
語
検
定
試
験

の
検
定
料
助
成
な
ど
次
世
代
の
子
ど
も

へ
の
支
援
が
必
要
。
考
え
を
伺
う
。

学
習
指
導
講
師
の
配
置
に
よ
り
、
土

曜
や
放
課
後
に
英
語
力
の
向
上
を
支
援

す
る
。
今
後
も
次
代
を
担
う
児
童
・
生

徒
の
資
質
能
力
の
育
成
に
つ
い
て
研
究

し
、
取
り
組
み
を
進
め
る
。

［
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
の
活
用
］

生
活
習
慣
病
の
患
者
一
人
当
た
り
の

医
療
費
が
23
区
で
最
も
高
い
。
３
年
半

前
の
代
表
質
問
で
も
こ
の
傾
向
を
指
摘

し
、
レ
セ
プ
ト
の
分
析
及
び
活
用
の
提

案
を
し
た
。
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
で
は
、

こ
う
し
た
課
題
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

健
診
デ
ー
タ
と
レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
の

分
析
に
よ
り
対
象
者
を
特
定
し
、
高
額

レ
セ
プ
ト
要
因
の
一
つ
で
あ
る
糖
尿
病

の
重
症
化
予
防
、
健
診
異
常
値
の
放
置

者
や
治
療
中
断
者
に
対
す
る
受
診
勧
奨

な
ど
、
効
果
が
見
込
め
る
保
健
事
業
を

着
実
に
実
施
し
成
果
に
つ
な
げ
て
い
く
。

［
出
産
・
育
児
支
援
事
業
に
つ
い
て
］

事
業
目
的
は
面
談
者
と
信
頼
関
係
を

築
き
、
妊
娠
、
出
産
か
ら
育
児
期
間
ま

で
一
貫
し
て
支
援
す
る
こ
と
。
心
身
共

に
疲
弊
す
る
時
期
に
も
保
健
師
に
よ
る

電
話
相
談
や
、
す
こ
や
か
赤
ち
ゃ
ん
訪

問
の
助
産
師
へ
の
面
談
情
報
の
連
携
な

ど
、
継
続
し
た
支
援
は
行
わ
れ
る
の
か
。

い
つ
で
も
電
話
や
面
接
で
相
談
可
能

な
旨
を
情
報
提
供
し
必
要
な
方
に
支
援

プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
。
面
接
記
録
は
出

産
後
の
助
産
師
な
ど
の
訪
問
や
検
診
に

引
き
継
ぎ
、
保
健
所
と
こ
ど
も
家
庭
部

等
が
連
携
し
継
続
し
た
支
援
を
行
う
。

事
業
開
始
前
に
妊
娠
届
を
提
出
し
た

方
に
対
し
、
医
療
機
関
へ
の
ポ
ス
タ
ー

掲
示
や
き
ず
な
メ
ー
ル
へ
の
配
信
な
ど

の
周
知
が
必
要
。
そ
の
他
の
方
法
は
。

平
成
28
年
１
月
以
降
の
妊
娠
届
提
出

者
へ
、
個
別
に
事
業
案
内
を
郵
送
す
る
。

［
待
機
児
ゼ
ロ
へ
の
取
り
組
み
］

保
育
人
材
確
保
が
喫
緊
の
課
題
。
育

児
経
験
者
も
活
躍
で
き
る
家
庭
福
祉
員

制
度
は
、
保
育
の
質
を
担
保
し
な
が
ら

一
層
充
実
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

待
機
児
解
消
対
策
に
お
い
て
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
。
28
年
度
は
グ
ル

ー
プ
保
育
室
を
新
た
に
１
施
設
整
備
す

る
予
定
。
質
の
向
上
で
は
、
巡
回
指
導

や
研
修
に
加
え
、
区
立
保
育
園
の
保
育

士
に
よ
る
保
育
技
術
の
相
談
対
応
な
ど

支
援
の
充
実
に
努
め
て
い
る
。
今
後
も

制
度
の
拡
充
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

［
羽
田
空
港
跡
地
第
１
ゾ
ー
ン
］

産
業
交
流
施
設
は
区
が
置
き
込
み
た

い
量
的
数
値
を
示
す
必
要
が
あ
る
。
計

画
か
ら
５
年
、
運
用
開
始
ま
で
更
に
４

年
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
向
け
た
変
化
の
中
で
先
を
読
む
に

は
専
門
家
を
交
え
た
検
討
を
十
分
に
行

っ
た
上
で
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
行
う
べ
き
。

公
募
は
公
平
性
、
競
争
性
を
確
保
し
、

適
切
な
執
行
が
必
要
。
専
門
家
の
活
用

を
含
め
引
き
続
き
検
討
を
進
め
て
い
く
。

芸
術
品
な
ど
文
化
資
産
が
散
逸
し
な

い
よ
う
縁
の
あ
る
方
々
と
土
地
の
記
憶

を
併
せ
て
発
信
す
る
こ
と
が
重
要
。
晩

年
本
区
で
暮
ら
し
た
川
瀬
巴
水
の
作
品

は
海
外
で
も
非
常
に
人
気
が
高
く
、
観

光
の
目
玉
に
な
る
。
勝
海
舟
記
念
館
や

郷
土
博
物
館
の
整
備
と
共
に
、
馬
込
文

士
村
な
ど
文
化
的
資
産
を
国
内
外
に
発

信
し
、
区
へ
の
誘
客
の
方
策
検
討
を
是

非
進
め
る
べ
き
。
跡
地
に
お
け
る
観
光

案
内
の
機
能
の
進
め
方
と
併
せ
て
伺
う
。

28
年
度
、区
制
70
周
年
を
記
念
し
川

瀬
巴
水
企
画
展
を
予
定
。
郷
土
博
物
館

以
外
で
の
作
品
展
も
検
討
す
る
。
文
化

資
産
の
価
値
や
魅
力
あ
る
情
報
を
積
極

的
に
発
信
し
、
来
訪
者
の
回
遊
性
が
高

ま
る
よ
う
取
り
組
む
。
跡
地
に
つ
い
て

は
、
地
域
や
空
港
の
歴
史
に
関
す
る
資

源
の
有
効
活
用
と
各
種
情
報
の
発
信
を
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
と
し
て
位
置
付

け
て
お
り
、
区
の
魅
力
あ
る
観
光
資
源

と
な
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

［
新
空
港
線
に
つ
い
て
］

区
長
の
国
土
交
通
大
臣
へ
の
新
空
港

線
早
期
整
備
着
手
の
要
請
は
、
実
現
に

向
け
た
大
き
な
後
押
し
に
な
る
。
区
長

の
決
意
を
改
め
て
伺
う
。

新
空
港
線
は
重
要
課
題
の
一
つ
で
実

現
は
区
の
悲
願
で
あ
る
。
要
望
書
は
27

年
の
８
区
と
新
た
に
５
区
と
埼
玉
県
３

市
首
長
に
も
賛
同
い
た
だ
い
た
。
沿
線

自
治
体
の
期
待
も
大
き
く
答
申
に
期
待

し
て
い
る
。
今
後
も
、
国
、
都
と
連
携

を
強
化
し
、
確
実
に
実
現
さ
せ
て
い
く
。

［
公
共
施
設
適
正
配
置
に
つ
い
て
］

現
在
の
年
２
校
の
改
築
ペ
ー
ス
で
は
、

築
１
０
０
年
の
学
校
も
出
て
く
る
。
教

育
環
境
悪
化
や
不
公
平
感
を
強
い
る
現

在
の
ペ
ー
ス
を
増
や
す
考
え
は
あ
る
か
。

策
定
中
の
（
仮
称
）
大
田
区
公
共
施

設
適
正
配
置
方
針
（
素
案
）
が
確
定
し

た
場
合
、
実
施
態
勢
を
含
め
整
備
の
在

り
方
の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

学
校
施
設
の
所
管
は
教
育
委
員
会
だ

が
、
複
合
化
は
区
長
部
局
中
心
に
検
討

す
る
体
制
を
整
備
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

区
長
部
局
が
教
育
委
員
会
と
十
分
連

携
し
、
良
好
な
教
育
環
境
の
整
備
を
前

提
に
、
各
学
校
の
特
徴
も
踏
ま
え
教
育

環
境
向
上
に
資
す
る
機
能
を
置
き
込
む

な
ど
様
々
な
角
度
か
ら
対
応
し
て
い
く
。

［
清
掃
事
業
の
大
き
な
見
直
し
］

蒲
田
駅
か
ら
約
３
０
０
メ
ー
ト
ル
の

好
立
地
に
あ
り
通
勤
通
学
で
人
が
交
錯

す
る
蒲
田
事
務
所
は
、
清
掃
工
場
と
同

一
の
場
所
に
あ
る
べ
き
。
今
後
の
蒲
田

の
ま
ち
づ
く
り
や
区
民
の
安
全
・
安
心

写真は、川瀬巴水の生誕130年記念の展示の様子。区
は文化を愛し育み創造するにぎわいのあるまちを目指
し、取り組みを進めている。29年３月の区制70周年記
念事業では、川瀬巴水の企画展が予定されている。

『
誰
も
置
き
去
り
に
し
な
い
』

大
田
区
を
目
指
し
て

大
田
区
議
会
公
明
党　

岡
元
　
由
美

無
戸
籍
、
貧
困
、
差
別
な
ど
の

子
ど
も
達
へ
手
厚
い
支
援
を
！

大
田
区
議
会
民
主
党　

黒
川
　
　
仁

な
ど
を
踏
ま
え
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

多
摩
川
清
掃
工
場
敷
地
内
に
、
新
た

な
清
掃
事
務
所
を
建
設
予
定
で
あ
る
。

蒲
田
管
内
の
収
集
事
務
は
多
摩
川
へ
移

転
し
、
指
導
業
務
の
み
蒲
田
を
拠
点
と

す
る
予
定
。
業
務
移
転
を
契
機
と
し
、

課
題
解
決
に
向
け
公
共
施
設
の
適
正
配

置
を
踏
ま
え
、
早
急
に
鋭
意
検
討
す
る
。

写真は、大田区総合体育館で行われたパラリンピック正式種目である車いすバス
ケットボールの体験の様子。区では、障がい者の競技スポーツの参加機会の拡充
と、理解普及を強化するための取り組みを進めている。

【
人
口
構
成
の
変
化
へ
中
長
期
的
な

対
応
】

　
現
在
、
大
田
区
の
人
口
は
、
緩
や

か
に
増
加
を
続
け
て
お
り
ま
す
が
、

中
長
期
的
な
将
来
を
見
据
え
、
的
確

に
対
応
し
た
施
策
を
展
開
し
て
い
く

た
め
「
大
田
区
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
、

 

「
公
共
施
設
適
正
配
置
方
針
」
を
策

定
し
ま
す
。

　
大
田
区
が
活
力
を
維
持
向
上
さ
せ

て
い
く
た
め
に
、
子
育
て
世
代
へ
の

支
援
や
、
大
田
区
で
生
ま
れ
、
生
活

し
、
老
後
を
暮
ら
せ
て
よ
か
っ
た
と

実
感
で
き
る
体
制
の
構
築
を
推
進
し

ま
す
。

【
２
０
２
０
年
を
見
据
え
た
ま
ち
づ

く
り
】

　
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
開
催

は
、
区
内
全
域
を
大
胆
か
つ
戦
略
的

に
変
え
て
い
く
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で

あ
り
ま
す
。
「
蒲
田 

大
森 

臨
海
部 

羽
田
空
港
」
の
陸
・
海
・
空
の
交
通

結
節
機
能
を
強
化
し
た
「
ス
ク
エ
ア
」

な
ま
ち
づ
く
り
を
は
じ
め
、
18
色
の

ま
ち
づ
く
り
や
新
空
港
線（
蒲
蒲
線
）

の
整
備
を
進
め
る
な
ど
、
環
境
に
や

さ
し
く
暮
ら
し
や
す
い　
に
ぎ
わ
い

の
あ
る
「
国
際
都
市
お
お
た
」
に
ふ

さ
わ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
加
速
し
て

ま
い
り
ま
す
。

【
中
央
防
波
堤
埋
立
地
帰
属
問
題
】

　
中
央
防
波
堤
埋
立
地
の
大
田
区
へ

の
全
島
帰
属
に
向
け
、
引
き
続
き
、

折
衝
等
が
速
や
か
に
進
む
よ
う
、
鋭

意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

【
新
年
度
予
算
編
成
】

　
事
業
の「
選
択
と
集
中
」を
徹
底
し
、

①
「
少
子
高
齢
化
の
進
行
等
、
人
口

構
成
の
変
化
へ
の
対
応
」

②
「
防
災
力
・
防
犯
力
を
強
化
し
、

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」

③
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
催
を
契
機
に
、
国
際
都
市
お
お

た
の
実
現
、
次
世
代
に
夢
と
遺
産

 （
レ
ガ
シ
ー
）
を
残
す
取
り
組
み
」

④
「
国
家
戦
略
特
別
区
域
の
仕
組
み

を
最
大
限
活
用
し
た
取
り
組
み
」

の
４
つ
を
予
算
編
成
上
の
重
点
課
題

と
位
置
付
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

松原忠義区長

区
長
施
政
方
針
演
説 

（
要
旨
）

　
総
合
教
育
会
議
に
お
い
て
、
大
田

区
教
育
大
綱
に
つ
い
て
協
議
し
た
際
、

区
長
か
ら
「
家
庭
の
教
育
力
の
低
下

が
指
摘
さ
れ
る
中
に
あ
っ
て
、
地
域

や
学
校
が
家
庭
と
連
携
、
知
・
徳
・

体
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
生
き
る
力

を
子
ど
も
の
中
に
育
ん
で
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。」と
い
う
お
話
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
大
変
共
感
す

る
と
共
に
、
課
題
を
抱
え
る
子
ど
も

へ
の
支
援
に
教
育
委
員
会
と
し
て
も

正
面
か
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

決
意
を
新
た
に
い
た
し
ま
し
た
。

　
平
成
28
年
度
は
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
増
員
、「
大
田

区
い
じ
め
問
題
調
査
委
員
会
」
の
設

置
、
体
力
向
上
モ
デ
ル
校
の
拡
大
や

体
育
補
助
指
導
員
の
拡
大
配
置
、「
特

別
支
援
教
室
」
全
小
学
校
で
の
開
始
、

（
仮
称
）
読
書
教
育
司
書
の
配
置
、放

課
後
子
ど
も
教
室
の
拡
充
な
ど
を
始

め
、
更
な
る
教
育
の
充
実
を
目
指
し

各
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
教
育
は
、一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
た

ち
に
生
き
る
力
を
身
に
付
け
さ
せ
、

豊
か
な
人
生
を
歩
ま
せ
る
基
礎
を
つ

く
り
、
前
途
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
成

長
を
支
援
す
る
、
重
要
な
仕
事
で
す
。

大
田
区
教
育
委
員
会
は
、
大
田
区
教

育
大
綱
を
踏
ま
え
、
学
校
、
家
庭
・

地
域
は
も
と
よ
り
、
他
部
局
や
関
係

機
関
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
子
ど
も

た
ち
が
将
来
に
夢
や
希
望
を
持
っ
て
、

各
々
の
個
性
や
魅
力
を
発
揮
で
き
る

よ
う
、
区
の
教
育
の
充
実
に
邁
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

芳賀淳委員長

教
育
委
員
会
委
員
長
所
信
表
明
（
要
旨
）



おおた区議会だより
平成28年4月24日発行

No.218 議会中継  本会議などの模様を録画したテレビ中継画像をインターネットで配信しています。
http://www.city.ota.tokyo.jp/gikai/g_chuukei/ 検索大田区議会　議会中継

4

田
島
　
和
雄

大
田
区
議
会

公
明
党

［
学
校
安
全
対
策
に
つ
い
て
］

東
京
都
教
育
委
員
会
「
安
全
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
の
内
容
と
成
果
を
伺
う
。

子
ど
も
た
ち
の
安
全
の
た
め
、
教
職

員
の
理
解
を
図
り
、
学
校
安
全
教
育
を

推
進
す
る
も
の
。
全
教
職
員
が
安
全
教

育
に
関
す
る
共
通
認
識
を
も
て
る
よ
う

に
な
り
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
意
識
向

上
と
危
険
予
測
、
回
避
行
動
が
と
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
成
果
で
あ
る
。

校
長
会
や
研
修
会
で
Ｓ
Ｐ
Ｓ
（
セ
ー

フ
テ
ィ
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
ク
ー

ル
）
の
取
り
組
み
を
紹
介
で
き
な
い
か
。

安
全
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
徹
底
や
Ｓ

Ｐ
Ｓ
な
ど
先
進
事
例
を
紹
介
し
て
い
く
。

放
課
後
子
ど
も
教
室
に
お
け
る
災
害

対
応
、
学
校
と
の
連
携
に
つ
い
て
伺
う
。

学
校
、
教
育
総
務
課
、
運
営
事
業
者

の
三
者
で
協
議
し
、
災
害
時
の
連
絡
体

制
や
安
全
対
策
を
定
め
て
い
る
。

［
奨
学
金
制
度
に
つ
い
て
］

奨
学
金
申
し
込
み
の
際
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
活
用
し
た
提
出
書
類
の
削
減
を
。

状
況
を
的
確
に
捉
え
検
討
す
る
。

延
滞
金
の
利
率
を
引
き
下
げ
る
べ
き
。

適
切
に
判
断
し
て
い
く
。

「
返
し
た
く
て
も
返
せ
な
い
」
滞
納

者
に
寄
り
添
い
弾
力
的
な
条
例
運
用
を
。

病
気
な
ど
で
返
済
が
困
難
な
場
合
に
、

猶
予
な
ど
で
き
る
旨
を
周
知
し
て
い
る
。

滞
納
者
へ
の
督
促
を
民
間
に
委
託
す

る
こ
と
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

数
年
間
滞
納
し
一
度
も
返
済
が
な
い

案
件
か
ら
弁
護
士
に
委
託
し
て
い
る
。

返
還
の
意
識
付
け
に
つ
い
て
伺
う
。

今
後
、
返
済
開
始
時
に
お
い
て
も
返

済
の
意
識
付
け
の
強
化
を
図
る
。

［
も
の
づ
く
り
支
援
に
つ
い
て
］

工
場
ア
パ
ー
ト
整
備
へ
の
民
間
活
力

活
用
に
つ
い
て
、
区
の
方
針
を
伺
う
。

今
後
も
「
も
の
づ
く
り
工
場
基
盤
施

設
整
備
支
援
事
業
」
の
利
用
促
進
を
図

る
と
共
に
、
社
会
経
済
状
況
の
変
化
を

踏
ま
え
た
制
度
設
計
を
検
討
す
る
。

も
の
づ
く
り
企
業
立
地
継
続
補
助
金

は
、
工
業
専
用
地
域
の
工
場
も
対
象
に
。

操
業
環
境
改
善
は
重
要
な
課
題
。今

後
も
必
要
な
仕
組
み
構
築
に
取
り
組
む
。

「
研
究
開
発
企
業
等
拠
点
整
備
助
成

事
業
」
の
実
績
と
今
後
の
展
開
を
伺
う
。

現
時
点
の
採
択
実
績
は
な
い
が
、
周

知
を
進
め
、
研
究
開
発
企
業
な
ど
の
誘

致
を
促
進
さ
せ
る
こ
と
で
、
中
小
も
の

づ
く
り
企
業
の
集
積
に
努
め
て
い
く
。

末
安
　
広
明

大
田
区
議
会

公
明
党

［
住
宅
政
策
に
つ
い
て
］

家
族
の
世
帯
構
成
が
大
き
く
変
化
し
、

単
身
世
帯
や
低
所
得
世
帯
が
増
え
る
中
、

低
家
賃
住
宅
の
数
が
市
場
か
ら
減
っ
て

い
る
。
住
宅
政
策
の
骨
格
と
な
る
住
宅

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
再
検
討
が
必
要
な

時
期
と
考
え
る
が
、
区
の
見
解
を
伺
う
。

現
在
、
５
年
が
経
過
し
、
こ
の
間
、

社
会
情
勢
や
世
帯
構
成
の
急
速
な
変
化

な
ど
新
た
な
課
題
も
生
ま
れ
て
お
り
、

プ
ラ
ン
見
直
し
の
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

低
所
得
者
・
高
齢
者
・
障
が
い
者
な

ど
の
住
宅
確
保
要
配
慮
者
が
、
民
間
賃

貸
住
宅
へ
の
入
居
を
円
滑
に
図
る
た
め

の
対
策
と
し
て
、
居
住
支
援
協
議
会
の

設
置
、
ま
た
は
同
様
の
会
議
体
の
発
足

を
提
案
す
る
が
、
区
の
見
解
を
伺
う
。

既
に
実
施
し
て
い
る
他
区
の
動
向
な

ど
を
注
視
し
て
い
る
。
今
後
、
設
置
の

必
要
性
に
つ
い
て
も
、
検
討
し
て
い
く
。

低
家
賃
で
実
現
で
き
る
住
ま
い
の
可

能
性
に
つ
い
て
、
様
々
な
手
法
を
検
討

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
区
の
見
解
は
。

多
様
な
ニ
ー
ズ
の
住
ま
い
の
在
り
方

に
つ
い
て
、
庁
内
連
携
し
検
討
を
行
う
。

［
若
者
支
援
対
策
に
つ
い
て
］

未
来
を
担
う
若
者
が
、
就
労
・
収
入

・
住
ま
い
確
保
・
将
来
設
計
の
面
な
ど
、

様
々
な
課
題
を
抱
え
る
中
で
、
ま
ず
は

問
題
を
把
握
す
る
た
め
の
実
態
調
査
を

行
う
こ
と
を
提
案
す
る
が
い
か
が
か
。

い
か
な
る
手
法
が
最
善
で
あ
る
か
を

含
め
、
関
連
部
局
と
連
携
し
検
討
す
る
。

区
に
は
現
状
、
若
者
対
策
に
関
し
統

括
し
て
あ
た
る
所
管
が
無
い
。
若
者
応

援
の
冠
が
付
い
た
責
任
を
持
つ
担
当
者
、

窓
口
を
設
置
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
が
、

区
の
見
解
を
伺
う
。

若
者
を
取
り
巻
く
多
岐
に
わ
た
る
課

題
に
対
し
各
課
が
連
携
し
て
解
決
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
専
門
窓
口
設
置

の
必
要
性
を
含
め
、
若
者
支
援
の
仕
組

み
づ
く
り
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

若
者
の
就
労
支
援
対
策
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
か
伺
う
。

既
存
の
支
援
の
強
化
を
図
る
と
共
に
、

今
後
も
情
報
提
供
の
一
層
の
強
化
を
図

る
な
ど
、
一
人
で
も
多
く
の
若
者
た
ち

を
就
労
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
。

［
公
共
施
設
整
備
に
つ
い
て
］

様
々
な
公
共
施
設
に
、
環
境
的
に
も

視
覚
的
に
も
効
果
が
あ
る
木
材
の
活
用

に
つ
い
て
提
案
す
る
が
い
か
が
か
。

防
火
性
の
観
点
も
踏
ま
え
、
地
域
や

場
所
を
考
慮
し
、
木
材
の
活
用
の
可
能

性
を
今
後
検
討
し
て
い
く
。

荻
野
　
　
稔

東
京
維
新
の
会

大
田

［
学
校
の
防
災
対
策
と
疾
病
の
啓
発
］

技
術
の
進
歩
や
時
代
の
変
化
を
踏
ま

え
、
学
校
現
場
で
の
防
災
用
具
の
在
り

方
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
べ
き
。

児
童
・
生
徒
が
学
ぶ
施
設
環
境
の
変

化
や
ヘ
ル
メ
ッ
ト
な
ど
の
防
災
用
具
の

技
術
進
歩
に
注
視
し
、
対
応
す
る
。

て
ん
か
ん
の
よ
う
な
予
防
の
難
し
い

慢
性
的
な
疾
患
や
難
病
な
ど
は
、
教
育

現
場
等
で
取
り
扱
う
必
要
が
あ
る
。
疾

患
を
持
つ
生
徒
が
安
全
か
つ
安
心
に
生

活
を
送
る
た
め
、
生
徒
自
身
が
症
状
や

対
処
法
を
理
解
す
る
と
共
に
周
囲
の
適

切
な
理
解
と
対
応
が
必
要
で
は
な
い
か
。

難
病
や
慢
性
疾
患
等
に
苦
し
む
生
徒

に
は
、
病
気
を
受
け
入
れ
治
療
す
る
意

思
と
規
則
正
し
い
薬
の
服
用
な
ど
に
努

め
て
も
ら
い
、
周
囲
に
は
人
権
教
育
な

ど
で
理
解
や
協
力
を
育
ん
で
い
き
た
い
。

三
沢
清
太
郎

東
京
維
新
の
会

大
田

［
朝
鮮
学
校
へ
の
補
助
金
に
つ
い
て
］

平
成
26
年
度
も
９
０
５
万
円
を
補
助

し
て
い
た
が
、
政
府
か
ら
補
助
金
中
止

の
通
知
が
来
た
場
合
、
区
も
中
止
す
る

べ
き
と
考
え
る
が
、
ど
う
対
処
す
る
か
。

現
時
点
で
そ
の
よ
う
な
要
請
は
な
い
。

あ
ら
ぬ
疑
念
で
区
民
と
外
国
人
学
校

関
係
者
間
に
不
要
な
溝
を
作
ら
な
い
よ

う
、
代
理
人
を
な
く
し
保
護
者
か
ら
の

申
請
時
の
み
の
補
助
と
し
て
は
ど
う
か
。

支
給
は
保
護
者
か
ら
の
申
請
が
原
則

だ
が
、
学
校
長
を
代
理
人
と
し
た
、
在

籍
児
童
・
生
徒
分
の
一
括
申
請
・
受
領

を
認
め
て
い
る
。
保
護
者
か
ら
委
任
状

の
提
出
を
受
け
申
請
意
思
の
確
認
を
行

い
、
支
給
後
は
保
護
者
の
受
領
書
を
提

出
さ
せ
確
認
し
て
い
る
。
区
民
に
疑
念

を
抱
か
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
厳
正
、

適
切
に
事
務
処
理
を
行
っ
て
い
く
。

奈
須
　
利
江

フ
ェ
ア
な

民
主
主
義

保
育
園
待
機
児
は
、
税
収
が
少
な
い
、

優
先
順
位
が
違
う
、
ど
ち
ら
の
問
題
か
。

限
り
あ
る
資
源
を
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト

両
面
で
の
バ
ラ
ン
ス
よ
い
配
分
が
重
要
。

待
機
児
を
認
可
外
保
育
所
で
解
消
し

生
じ
た
区
民
間
保
育
料
の
不
公
平
や
保

育
士
処
遇
を
ど
う
評
価
し
て
い
る
か
。

柔
軟
な
保
育
の
提
供
が
可
能
と
な
る
。

税
負
担
が
増
す
中
、
格
差
や
子
ど
も

の
貧
困
問
題
を
踏
ま
え
、
社
会
保
障
、

特
に
保
育
の
大
田
区
の
責
任
を
問
う
。

就
労
形
態
の
多
様
化
に
よ
る
保
育
ニ

ー
ズ
に
的
確
に
対
応
す
る
こ
と
は
重
要
。

住
民
税
増
税
等
の
財
源
を
イ
ベ
ン
ト

や
開
発
に
使
っ
て
き
た
。
更
に
投
資
利

益
優
先
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
に
丸
投
げ
で

は
な
く
、
区
民
と
職
員
で
計
画
す
べ
き
。

社
会
情
勢
を
見
据
え
施
設
総
量
抑
制

や
建
設
コ
ス
ト
の
縮
減
を
目
指
す
。

認
可

認
可
外

馬
橋
　
靖
世

大
田
無
所
属
の
会

［
雪
谷
地
区
の
学
校
教
育
に
つ
い
て
］

雪
谷
小
学
校
に
お
け
る
校
庭
が
使
え

な
い
期
間
の
代
替
施
設
の
対
応
を
伺
う
。

秋
の
１
か
月
間
を
養
生
に
充
て
る
必

要
が
あ
り
、
養
生
期
間
は
、
近
隣
の
雪

谷
中
学
校
を
使
用
し
体
育
の
授
業
な
ど

を
行
う
対
応
を
し
て
い
る
。

雪
谷
中
学
校
の
校
庭
全
面
改
修
の
予

定
期
間
と
、
そ
の
間
の
体
育
授
業
や
部

活
動
へ
の
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

平
成
28
年
７
月
か
ら
工
事
に
入
る
計

画
。
工
期
は
６
か
月
程
度
で
、
期
間
中

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
確
認
・
調
整
及
び

近
隣
校
の
借
用
な
ど
を
含
め
て
代
替
場

所
の
検
討
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

近
隣
の
東
調
布
公
園
や
私
立
学
校
な

ど
と
の
連
携
も
必
要
で
は
な
い
か
。

使
用
に
つ
い
て
は
関
係
機
関
と
十
分

な
調
整
を
行
う
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

鈴
木
　
隆
之

自
由
民
主
党

大
田
区
民
連
合

［
福
祉
に
つ
い
て
］

介
護
保
険
事
業
計
画
の
、
看
護
と
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
一
体
的
に
提
供
で
き
る

看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
の
整

備
に
つ
い
て
、
今
後
の
展
望
を
伺
う
。

開
設
事
業
所
の
48
・
６
％
が
収
支
赤

字
な
ど
課
題
も
あ
り
23
区
の
整
備
状
況

は
６
か
所
。
他
に
定
期
巡
回
・
随
時
対

応
型
訪
問
介
護
看
護
や
、
小
規
模
多
機

能
型
居
宅
介
護
な
ど
、
特
徴
を
生
か
し

総
合
的
な
視
点
か
ら
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。
多
様
な

サ
ー
ビ
ス
の
制
度
趣
旨
や
利
点
に
つ
い

て
事
業
者
へ
理
解
を
促
す
。
整
備
費
な

ど
の
補
助
金
を
有
効
活
用
し
な
が
ら
、

事
業
者
を
支
援
し
整
備
を
進
め
て
い
く
。

介
護
基
盤
の
整
備
に
あ
た
り
人
材
確

保
の
視
点
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
伺
う
。

事
業
計
画
の
計
画
数
の
実
現
と
併
せ
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
人
材
の
確
保
は
、
重
要

な
課
題
。
事
業
者
の
支
援
策
を
講
じ
る

必
要
が
あ
る
。
都
補
助
金
を
活
用
し
た

施
設
開
設
準
備
経
費
等
支
援
事
業
の
実

施
、
新
規
人
材
確
保
の
支
援
で
は
、
就

労
支
援
研
修
の
実
施
、
区
内
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
と
連
携
し
た
複
数
事
業
者
の
合
同

説
明
会
の
実
施
な
ど
進
め
て
い
き
た
い
。

今
後
と
も
事
業
者
と
連
携
を
密
に
し
、

必
要
に
応
じ
た
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
、
量
と
質
の
両
面
か

ら
介
護
基
盤
の
整
備
を
進
め
て
い
く
。

［
教
育
に
つ
い
て
］

障
が
い
を
抱
え
て
い
る
人
、
そ
う
で

な
い
人
が
共
に
歩
め
る
教
育
環
境
に
向

け
た
取
り
組
み
に
関
す
る
考
え
を
伺
う
。

共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
幼
児

 

・
児
童
・
生
徒
、
教
職
員
、
保
護
者
、

地
域
の
理
解
啓
発
を
図
る
配
慮
が
必
要
。

道
徳
の
時
間
を
通
し
子
ど
も
の
心
を
育

て
て
い
く
こ
と
、
通
常
学
級
の
児
童
・

生
徒
が
、
特
別
支
援
教
室
の
学
習
体
験

を
通
し
共
に
学
ぶ
方
法
を
考
え
実
践
す

る
機
会
を
設
け
る
こ
と
、
ま
た
保
護
者

や
地
域
に
対
し
て
障
が
い
へ
の
理
解
や

共
生
社
会
の
理
念
を
啓
発
す
る
こ
と
な

ど
の
取
り
組
み
が
考
え
ら
れ
る
。
教
育

委
員
会
で
は
、
教
員
に
対
し
理
解
啓
発

の
重
要
性
を
周
知
す
る
と
共
に
、
幼
児

 

・ 

児
童
・
生
徒
、
教
職
員
、
保
護
者
、

地
域
の
障
が
い
者
に
対
す
る
理
解
啓
発

を
推
進
し
て
い
く
。伊

佐
治
　
剛

自
由
民
主
党

大
田
区
民
連
合

［
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
］

65
歳
以
上
の
障
が
い
者
に
対
す
る
介

護
保
険
へ
の
移
行
が
、
重
要
な
テ
ー
マ
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
介
護
の
専

門
職
だ
け
で
な
く
、
障
が
い
プ
ラ
ン
の

専
門
職
で
あ
る
相
談
支
援
専
門
員
の
配

置
を
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

国
の
社
会
保
障
審
議
会
障
害
者
部
会

の
報
告
書
で
は
、
相
談
支
援
専
門
員
と

介
護
支
援
専
門
員
に
つ
い
て
、
互
い
に

相
談
支
援
の
視
点
を
理
解
し
あ
う
こ
と

や
、
両
方
の
資
格
を
有
す
る
者
の
拡
大

の
方
策
を
講
じ
る
べ
き
と
し
て
い
る
。

こ
の
報
告
を
踏
ま
え
た
国
な
ど
の
動
向

を
注
視
し
て
い
く
。

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
に
つ
い

て
、
更
な
る
事
業
整
備
を
行
う
上
で
、

個
別
の
事
業
と
し
て
収
益
性
を
確
保
し

て
い
く
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
独
自
報

酬
加
算
を
検
討
す
べ
き
。

実
際
の
事
業
展
開
で
は
、
経
営
に
苦

労
し
て
い
る
事
業
所
が
多
く
、
ス
キ
ル

の
高
い
介
護
職
員
の
確
保
が
難
し
い
な

ど
の
課
題
が
あ
る
。
開
設
時
の
備
品
、

職
員
募
集
な
ど
の
経
費
を
助
成
し
、
事

業
開
設
時
か
ら
の
安
定
し
た
運
営
体
制

が
確
保
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
る
。

独
自
報
酬
加
算
に
つ
い
て
は
、
適
切
に

判
断
を
し
て
い
く
。

区
政をきく

一
般
質
問
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在
宅
高
齢
者
訪
問
相
談
事
業
な
ど
介

護
者
宅
に
派
遣
す
る
専
門
職
に
介
護
職

が
含
ま
れ
て
い
な
い
。
介
護
福
祉
士
な

ど
の
介
護
専
門
職
を
派
遣
し
、
個
々
に

異
な
る
生
活
環
境
で
、
具
体
的
な
個
別

指
導
を
受
け
ら
れ
る
環
境
を
つ
く
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

今
後
介
護
福
祉
士
な
ど
介
護
専
門
職

の
派
遣
の
必
要
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

［
介
護
施
策
の
適
正
化
と
充
実
］

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
、
住
宅
改
修

や
福
祉
用
具
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
つ
い

て
、
リ
ハ
ビ
リ
専
門
職
に
気
軽
に
相
談

出
来
る
窓
口
の
設
置
や
、
専
門
職
の
サ

ー
ビ
ス
チ
ェ
ッ
ク
が
で
き
る
環
境
を
つ

く
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

福
祉
用
具
貸
与
利
用
者
に
対
し
て
の

訪
問
調
査
な
ど
を
行
い
、
専
門
職
に
よ

る
相
談
や
チ
ェ
ッ
ク
環
境
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
理
学
療
法
士
な
ど
の
団
体
と

意
見
交
換
を
行
い
、
適
切
に
判
断
す
る
。

区
は
、
厚
生
労
働
省
の
通
知
に
よ
り
、

重
度
障
が
い
児
・
者
の
入
院
時
の
付
き

添
い
を
、
医
療
機
関
対
応
と
し
て
認
め

て
こ
な
か
っ
た
。
横
浜
市
で
は
、
入
院

時
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
事
業

を
行
っ
て
い
る
が
、
区
で
で
き
な
い
理

由
は
何
か
。

障
害
者
総
合
支
援
法
見
直
し
の
動
向
、

対
象
者
の
範
囲
、
利
用
者
の
負
担
、
財

源
な
ど
の
課
題
が
あ
り
、
制
度
の
在
り

方
に
つ
い
て
課
題
を
整
理
し
検
討
す
る
。

［
記
念
撮
影
の
背
景
パ
ネ
ル
設
置
］

元
旦
、
い
い
夫
婦
の
日
な
ど
の
記
念

日
に
は
、
婚
姻
届
が
多
く
出
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
日
に
は
、
職
員
を
増
員
し

て
対
応
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、

記
念
撮
影
を
行
え
る
区
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

背
景
パ
ネ
ル
の
設
置
を
求
め
る
。

窓
口
対
応
職
員
の
増
員
な
ど
特
別
な

体
制
を
組
み
、
待
ち
時
間
の
短
縮
に
努

め
て
い
る
。
記
念
撮
影
の
背
景
パ
ネ
ル

設
置
に
つ
い
て
は
、
形
状
や
設
置
場
所

に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
。

渡
司
　
　
幸

自
由
民
主
党

大
田
区
民
連
合

［
児
童
相
談
所
の
区
へ
の
移
管
］

区
の
特
性
を
生
か
し
た
、
包
括
的
な

児
童
相
談
行
政
を
進
め
る
た
め
に
も
移

管
を
実
現
す
べ
き
。
考
え
を
伺
う
。

区
で
は
、
移
管
に
向
け
た
準
備
を
着

実
に
進
め
て
き
た
が
、
引
き
続
き
、
保

健
・
福
祉
・
教
育
な
ど
の
関
係
部
局
と

連
携
し
、
子
育
て
支
援
の
一
層
の
充
実

に
努
め
る
と
共
に
、
国
の
動
向
を
注
視

し
取
り
組
み
を
更
に
加
速
さ
せ
て
い
く
。

［
特
別
出
張
所
の
役
割
に
つ
い
て
］

所
長
の
在
任
期
間
が
短
過
ぎ
る
と
の

意
見
が
地
域
か
ら
出
て
い
る
。
地
域
を

知
り
課
題
解
決
を
図
り
検
証
す
る
と
い

う
作
業
に
は
、
最
低
で
も
３
年
間
は
必

要
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

所
長
の
異
動
の
時
期
は
、
地
域
ご
と

の
課
題
の
実
情
や
検
証
作
業
に
要
す
る

期
間
な
ど
を
鑑
み
て
、
総
合
的
に
判
断

し
て
い
る
。

［
医
工
連
携
に
つ
い
て
］

川
崎
市
殿
町
地
区
や
、
文
京
区
と
の

連
携
を
通
じ
て
見
え
て
く
る
大
田
区
の

強
み
と
可
能
性
は
何
か
。

区
の
も
の
づ
く
り
企
業
が
持
つ
基
盤

技
術
は
汎
用
性
が
高
く
、
共
同
開
発
や

部
材
提
供
な
ど
で
医
療
分
野
へ
の
市
場

開
拓
を
促
進
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

28
年
1
月
の
展
示
・
商
談
会
で
は
、
文

京
区
の
医
療
機
器
メ
ー
カ
ー
と
、
川
崎

市
の
医
療
関
連
機
関
と
の
地
域
を
超
え

た
異
業
種
間
で
の
技
術
交
流
を
図
る
こ

と
が
で
き
、
区
の
強
み
で
あ
る
技
術
力

を
こ
れ
ま
で
以
上
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
た
。

［
セ
ー
ラ
ム
市
と
の
交
流
に
つ
い
て
］

英
語
教
育
や
国
際
理
解
教
育
に
お
い

て
、
姉
妹
都
市
で
あ
る
セ
ー
ラ
ム
市
を

積
極
的
に
活
用
し
て
は
い
か
が
か
。

国
際
理
解
教
育
の
観
点
か
ら
も
、
セ

ー
ラ
ム
市
と
の
交
流
は
、
価
値
あ
る
も

の
と
考
え
、
今
後
も
国
際
理
解
教
育
を

推
進
す
る
た
め
、
友
好
都
市
な
ど
の
資

源
活
用
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
て
い
く
。

［
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
］

新
総
合
事
業
で
の
、
介
護
事
業
者
と

新
し
い
担
い
手
と
な
る
地
域
の
方
と
の

役
割
及
び
連
携
に
つ
い
て
考
え
を
伺
う
。

介
護
事
業
者
に
は
、
専
門
性
を
有
す

る
訪
問
型
・
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

の
他
、
住
民
の
自
主
的
な
介
護
予
防
へ

の
指
導
や
助
言
な
ど
側
面
的
な
支
援
が

求
め
ら
れ
る
。
一
方
、
住
民
の
方
に
は

地
域
の
支
え
合
い
の
体
制
を
築
く
役
割

が
求
め
ら
れ
る
。
区
は
、
住
民
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
、
事
業
者
な
ど
の
連
携
を
図
り
、
介

護
予
防
事
業
の
充
実
に
取
り
組
み
、
高

齢
者
の
健
康
の
維
持
と
増
進
を
図
る
。

菅
谷
　
郁
恵

日
本
共
産
党

大
田
区
議
団

［
区
の
責
任
と
し
て
の
貧
困
対
策
を
］

区
内
の
児
童
虐
待
が
５
年
間
で
倍
増

し
て
い
る
。「
措
置
」
の
権
限
を
持
つ

児
童
相
談
所
の
移
管
か
支
所
の
設
置
を
。

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
が
、
子

ど
も
を
守
る
取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
。

児
童
相
談
行
政
を
担
う
こ
と
を
目
指
す
。

子
ど
も
の
貧
困
対
策
な
ど
関
連
施
策

を
実
現
す
る
た
め
、
子
ど
も
の
幸
せ
に

責
任
を
持
つ
「
部
署
」
を
作
る
べ
き
。

教
育
、
保
護
者
の
就
労
状
況
な
ど
多

様
な
課
題
が
あ
る
。
実
効
性
の
高
い
施

策
や
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
展
開
す
る
。

川
崎
市
の
よ
う
に
、
保
育
料
や
公
営

住
宅
使
用
料
な
ど
、
非
婚
世
帯
の
寡
婦

 （
夫
）
控
除
み
な
し
適
用
の
実
施
を
。

非
婚
の
ひ
と
り
親
へ
の
寡
婦
控
除
相

当
の
扱
い
は
、
保
育
料
検
討
委
員
会
で

議
論
中
で
あ
り
、
適
切
に
対
応
す
る
。

貧
困
連
鎖
防
止
の
た
め
中
学
生
へ
の

学
習
支
援
事
業
の
予
算
が
付
い
た
が
、

子
ど
も
食
堂
や
小
中
学
生
対
象
の
寺
子

屋
な
ど
の
状
況
を
把
握
し
、
地
域
の
事

業
に
も
自
治
体
と
し
て
支
援
す
べ
き
。

学
習
支
援
事
業
を
開
始
す
る
た
め
、

活
動
団
体
か
ら
意
見
を
聞
き
検
討
し
た
。

地
域
力
で
育
む
安
心
な
ま
ち
を
目
指
す
。

区
は
、
あ
と
４
年
で
終
了
す
る
末
吉

氏
の
給
付
型
奨
学
金
を
継
続
す
べ
き
。

終
了
後
に
、
区
と
し
て
給
付
型
の
奨

学
金
の
継
続
を
判
断
す
る
。

［
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
区
政
を
］

児
童
福
祉
法
に
あ
る
自
治
体
の
責
務

を
守
り
、
０
歳
か
ら
５
歳
児
ま
で
を
保

育
で
き
る
認
可
保
育
園
の
希
望
者
数
に

見
合
っ
た
増
設
を
求
め
る
。

保
育
ニ
ー
ズ
対
応
は
、
小
規
模
保
育

所
、
認
証
保
育
所
な
ど
の
整
備
や
事
業

所
内
保
育
所
の
開
設
支
援
に
取
り
組
む
。

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
、
保
育
園

に
預
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
に
は
、
受

益
者
負
担
を
持
ち
込
ま
ず
、
保
育
料
値

上
げ
は
や
め
、
引
き
下
げ
る
べ
き
。

検
討
委
員
会
は
、
公
平
性
、
受
益
と

負
担
、
少
子
化
、
子
ど
も
の
貧
困
、
保

育
の
質
の
確
保
の
５
つ
の
視
点
で
議
論

中
。
検
討
結
果
を
踏
ま
え
対
応
す
る
。

犬
伏
　
秀
一

次
世
代
の
党

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
だ
、
観
光
だ
、
民
泊

だ
、
と
区
が
や
る
べ
き
仕
事
で
は
な
い
。

京
急
蒲
田
駅
構
内
の
観
光
情
報
セ
ン
タ

ー
は
、
年
間
５
０
０
０
万
円
も
の
委
託

費
を
税
金
か
ら
支
払
っ
て
何
を
し
た
い

の
か
。
区
民
へ
の
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
。

観
光
案
内
、
物
販
、
観
光
情
報
提
供
、

施
設
の
維
持
、
文
化
体
験
な
ど
で
あ
る
。

教
科
書
採
択
に
お
い
て
、
教
科
書
会

社
か
ら
金
品
を
受
け
た
本
区
教
員
は
何

名
で
、
東
京
書
籍
か
ら
は
何
名
か
。

教
員
27
名
が
金
品
を
受
け
、内
15
名

が
東
京
書
籍
か
ら
供
与
さ
れ
て
い
た
。

政
府
か
ら
補
助
金
停
止
の
要
請
が
正

式
に
区
に
届
い
た
場
合
は
、
金
正
恩
崇

拝
、
反
日
教
育
を
行
っ
て
い
る
朝
鮮
学

校
及
び
朝
鮮
学
校
保
護
者
へ
の
補
助
金

を
停
止
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

現
時
点
で
国
か
ら
の
要
請
は
な
い
。

森
　
　
　
愛

大
田
区
議
会

民
主
党

［
18
歳
選
挙
権
を
前
に
主
権
者
教
育
推

進
と
若
者
の
参
画
・
地
域
力
を
問
う
］

主
権
者
教
育
へ
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

出
前
授
業
や
模
擬
投
票
の
他
、
新
た

な
選
挙
権
全
対
象
者
に
勧
奨
通
知
を
郵

送
し
、
投
票
率
向
上
を
目
指
す
。

区
内
の
大
学
・
専
門
学
校
で
の
期
日

前
投
票
所
の
設
置
を
ど
う
考
え
る
か
。

事
例
を
今
後
も
注
目
し
て
い
く
。

子
ど
も
若
者
議
会
の
設
置
を
要
望
し

て
き
た
。
子
ど
も
・
若
者
の
声
を
行
政

の
意
思
決
定
に
ど
う
取
り
込
む
の
か
。

平
成
27
年
度
は
高
校
生
か
ら
見
た
大

田
区
を
テ
ー
マ
に
、
選
挙
や
区
政
へ
の

要
望
や
提
案
・
貴
重
な
意
見
が
あ
っ
た
。

子
ど
も
・
若
者
の
声
を
聴
く
機
会
の
拡

充
に
努
め
、
区
政
に
生
か
し
て
い
く
。

地
域
力
推
進
会
議
、
ま
ち
づ
く
り
会

議
、
審
議
会
、
意
思
決
定
機
関
な
ど
に

区
民
活
動
団
体
の
幅
広
い
参
加
と
連
携

が
求
め
ら
れ
る
が
、
ど
う
考
え
る
か
。

目
的
に
応
じ
た
団
体
の
参
画
は
あ
る

が
、
地
域
力
を
生
か
し
た
区
政
運
営
の

た
め
に
、更
に
幅
広
い
連
携
協
働
が
重
要
。

［
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
と
夢
と
希
望
を

持
て
る
地
域
づ
く
り
］

子
ど
も
と
子
育
て
家
庭
を
地
域
全
体

で
支
援
す
る
、
大
田
区
発
の
「
子
ど
も

食
堂
」
を
ど
う
支
援
し
て
い
く
の
か
。

28
年
度
は
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に

関
す
る
計
画
を
策
定
し
支
援
策
を
検
討
。

［
医
工
連
携
事
業
の
推
進
］

文
京
区
、
川
崎
市
と
の
医
工
連
携
事

業
の
目
的
と
効
果
、
今
後
の
川
崎
市
と

の
連
携
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

文
京
区
の
医
療
機
器
メ
ー
カ
ー
の
求

め
る
技
術
や
課
題
を
把
握
し
、
区
内
企

業
の
技
術
力
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
た
。
川

崎
市
と
は
、
羽
田
空
港
周
辺
・
京
浜
臨

海
部
連
携
強
化
推
進
委
員
会
で
医
工
連

携
の
具
体
策
を
検
討
す
る
。

清
水
　
菊
美

日
本
共
産
党

大
田
区
議
団

［
直
接
支
援
で
の
産
業
振
興
施
策
を
］

も
の
づ
く
り
産
業
等
実
態
調
査
結
果

で
は
、
小
規
模
事
業
者
の
８
割
が
廃
業

を
考
え
早
急
に
手
を
打
つ
必
要
が
あ
る

と
な
っ
て
い
る
。
今
後
の
施
策
の
た
め
、

中
小
企
業
経
営
者
を
含
め
た
委
員
会
を

設
置
し
産
業
振
興
計
画
を
策
定
す
べ
き
。

現
時
点
で
、
委
員
会
の
設
置
、
計
画

策
定
の
考
え
は
な
い
。

新
分
野
や
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
み
で

な
く
区
内
の
小
規
模
事
業
者
に
こ
そ
直

接
支
援
の
助
成
金
制
度
を
実
施
す
べ
き
。

区
は
、
既
に
様
々
な
助
成
制
度
を
実

施
し
て
お
り
直
接
支
援
の
考
え
は
な
い
。

区
内
の
中
規
模
企
業
の
区
外
移
転
が

止
ま
ら
ず
労
働
者
、
下
請
け
企
業
に
多

大
な
影
響
が
あ
る
。「
企
業
誘
致
」
の

よ
う
な
呼
び
込
み
型
で
は
な
く
、
地
域

内
の
経
済
循
環
の
創
出
と
仕
事
確
保
に

向
け
た
施
策
の
実
施
を
提
案
す
る
。

区
内
中
小
企
業
の
技
術
を
生
か
す
産

業
連
携
施
策
は
既
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

区
内
建
設
業
者
な
ど
を
活
用
し
た
店

舗
に
対
す
る
店
舗
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
助
成

を
提
案
す
る
。
商
店
街
は
準
公
共
財
と

い
う
視
点
で
の
支
援
策
が
必
要
で
あ
る
。

繁
盛
店
創
出
事
業
の
充
実
を
図
っ
て

お
り
新
た
な
事
業
の
実
施
予
定
は
な
い
。

○○製作所

野
呂
　
恵
子

大
田
区
議
会

緑
の
党

母
親
に
と
っ
て
保
育
施
設
の
安
全
・

安
心
は
子
ど
も
の
命
綱
。
都
の
指
導
で

も
、
衛
生
管
理
な
ど
改
善
が
な
さ
れ
て

い
な
い
認
可
外
保
育
所
に
対
し
区
は
ど

の
よ
う
な
問
題
意
識
を
も
っ
て
い
る
か
。

認
可
外
保
育
施
設
は
都
が
調
査
し
区

も
同
行
し
て
い
る
。
適
切
な
役
割
分
担

の
も
と
、
子
ど
も
の
安
全
確
保
と
よ
り

良
い
育
ち
の
支
援
に
取
り
組
む
。

ひ
き
こ
も
り
年
齢
が
若
者
だ
け
で
な

く
高
齢
化
し
て
お
り
早
期
支
援
が
重
要
。

家
族
教
室
の
回
数
を
増
や
す
べ
き
だ
。

27
年
度
は
２
日
間
開
催
で
延
べ
１
３

６
名
参
加
。
今
後
も
継
続
し
当
事
者
の

社
会
参
加
へ
つ
な
げ
る
一
助
と
し
た
い
。

ひ
き
こ
も
り
は
早
期
支
援
が
大
切
だ
。

実
態
調
査
を
実
施
す
べ
き
だ
。

庁
内
関
係
部
署
と
連
携
し
、他
自
治

体
の
先
駆
的
な
調
査
を
研
究
し
て
い
く
。

湯
本
良
太
郎

闘
う
改
革
の
会

［
こ
れ
か
ら
の
大
田
区
に
向
け
て
］

現
在
、
防
犯
カ
メ
ラ
未
設
置
で
犯
罪

が
複
数
回
に
わ
た
り
発
生
し
て
い
る
箇

所
な
ど
は
、
早
期
に
設
置
を
検
討
す
べ

き
。
町
会
・
商
店
街
の
財
務
状
況
な
ど

か
ら
、
設
置
を
迅
速
に
行
え
な
い
ケ
ー

ス
に
は
ど
う
対
処
す
る
の
か
。

助
成
制
度
に
よ
り
、
支
援
し
て
い
る
。

平
成
28
年
度
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
件
数

を
拡
大
で
き
る
見
込
み
で
あ
る
。

複
数
の
近
親
世
帯
が
近
隣
に
住
ま
い

を
持
つ
こ
と
に
よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
や

コ
ス
ト
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
伺
う
。

近
隣
同
士
が
良
い
関
係
を
築
く
こ
と

で
、
自
助
・
共
助
に
よ
る
解
決
や
各
種

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
な
ど
選
択
肢
が

増
え
る
。
複
数
の
親
族
が
近
隣
に
住
む

効
果
に
つ
い
て
は
、
区
の
施
策
へ
の
影

響
な
ど
対
象
や
手
法
も
含
め
研
究
す
る
。
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当初予算の
財政規模

（会計別前年度比）

一般会計

2,573億
6,425万7千円

（2.9％増）

国民健康保険事業
特別会計

835億
5,299万4千円

（1.9％減）

後期高齢者医療
特別会計

148億
2,178万円
（0.7％増）

介護保険
特別会計

509億
7,573万7千円

（2.3％増）

一般会計総額

2,573億
6,425万7千円

平成28年度予算の概要区長提出議案

　「おおた未来プラン10年（後期）」の
力強い推進と、「5年後のめざす姿」の実
現に向けて、右の課題に特に優先的に取
り組むこととし、「選択と集中」のもと
編成いたしました。

暮らしてよし、訪れてよし、地域力あふれる　国際都市おおた
●少子高齢化の進行等、人口構成の変化への対応
●防災力・防犯力を強化し、安全・安心なまちづくり
●�東京オリンピック・パラリンピック開催を契機とする「国際都市お
おた」の実現、次世代に「夢と遺産（レガシー）」を残す取り組み
●「国家戦略特別区域」の仕組みを最大限活用した取り組み

2,573億6,425万7千円一般会計歳入 2,573億6,425万7千円一般会計歳出

特別区税（26.9%）
693億
3,687万9千円 地方譲与税（0.7%）

17億6,300万1千円
利子割交付金（0.2%）
3億9,100万円
配当割交付金（0.8%）
21億3,100万円

株式等譲渡所得割交付金（0.5%）
12億5,800万円
地方消費税交付金（6.0%）
155億5,100万円

自動車取得税交付金（0.2%）
4億7,700万1千円

地方特例交付金（0.2%）
3億9,000万円

特別区交付金（26.8%）
689億4,900万円

国庫支出金（18.2%）
467億2,854万7千円

都支出金（6.1%）
155億8,367万2千円

繰入金（4.5%）
116億9,826万8千円

寄附金（0.1%）
2億8,500万1千円

財産収入（0.2%）
3億9,104万1千円

諸収入（2.1%）55億198万4千円
繰越金（0.8%）20億円

特別区債（1.6%）40億円

使用料及び手数料（2.8%）
71億8,558万3千円

分担金及び負担金（1.4%）
36億6,328万円

交通安全対策特別交付金（0.0%）
8,000万円

議会費（0.4%）
11億2,138万8千円

総務費（14.3%）
367億756万円

福祉費（54.8%）
1,409億4,305万2千円

衛生費（3.2%）
82億183万7千円

産業経済費（1.5%）
37億8,431万6千円

土木費（7.8%）
200億3,022万円

都市整備費（2.6%）
65億7,487万5千円

環境清掃費（3.6%）
93億7,295万7千円

公債費（2.1%）
53億7,109万8千円

教育費（9.5%）
244億5,756万2千円

諸支出金（0.2%）4億9,939万2千円 予備費（0.1%）3億円

国庫支出金（18.2%）
467億2,854万7千円

予算が決まるまで 〜予算審査の進め方〜

❻ 予算成立・執行

　予算が成立すると、４月からの執行
が可能になります。年度途中で変更が
必要になった場合は、「補正予算」が組
まれ、当初予算と同じく付託委員会で
審査、本会議で審議します。

❺ 議決
　予算は本会議で
議決（賛否のどち
らかに議会の意思
を決定）します。
予算案が可決する
と、区の「当初予
算」の成立となり
ます。

❹ 委員長報告

　委員長が委員会
で審査した付託議
案の審査結果を本
会議で報告します。

❷ 議案付託

　議会に提出された議案の多くは委員
会に送られ、委員会の中で専門的に審
査します。これを「委員会に付託する」
といいます。提出された予算案は、予
算特別委員会に付託されます。

❶ 議案（予算案）提出
　区の当初予算
案が確定すると、
第１回定例会で
区長から議案（議
会で決める案件）
として提出され
ます。

❸ 予算特別委員会
　予算審査のため
に特別に設置され
る委員会です。予
算案を詳しく審査
し議論を交わし、
委員会としての考
えを表明するため
の表決を行います。

※表及びグラフの計算は、原則として表示単位未満を四捨五入しています。
※カッコ内の数字は構成比を表しています。
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●出産・育児支援事業かるがも	 1億2,402万円
　－保健師などによる妊婦全員面接・育児パッケージ配付－
●事業所内保育所開設支援、民間建物（土地）の一括借上げによる保育所整備事業
	 1億3,108万円
●計画的な小中学校校舎の改築	 59億6,042万円
●データヘルス計画に基づく保健事業	 3,315万円
　－生活習慣病の早期発見・重症化予防－
●大田区介護予防・日常生活支援総合事業	 11億9,887万円
●（仮称）おおた都市づくりビジョンの策定	 2,620万円

ほか

●2020年東京オリンピック・パラリンピック推進事業	 2,092万円
　－ソフトボール競技会場、事前キャンプの誘致など－

●新スポーツ健康ゾーンの公園整備	 8億3,004万円

●大田区観光情報センター事業	 5,809万円

●（仮称）勝海舟記念館（旧清明文庫）の整備	 4,423万円

●呑川水質浄化対策の推進	 7,761万円

●資源循環のまちづくり推進事業の拡大	 1億598万円

●大田区制70周年記念事業	 4,001万円

ほか

●防犯力強化事業	 8,328万円
　－通学路における青色回転灯車パトロール強化など－

●防災力強化事業－備蓄物品の充実・拡大など－	 7億348万円

●橋りょうの耐震整備及び長寿命化修繕－23橋－	 11億8,423万円

●不燃化まちづくりへの取り組み	 1億3,194万円

●池上駅及び池上本門寺周辺地区のまちづくり	 1,875万円

●空家相談体制の整備－空家総合相談窓口の開設－	 336万円

●区設掲示板の建て替え－ソーラーパネル式ＬＥＤライト付き－	 1億403万円

ほか

●羽田空港跡地における成長戦略拠点の形成	 6,611万円

●新空港線の整備促進事業	 5億1,962万円

●蒲田駅・大森駅周辺地区の整備	 7億5,352万円

●次世代産業創造事業	 2,819万円
　－産学医工連携による医療・航空・ロボットなど成長分野への進出支援－

●区内商業の振興－景観整備事業など－	 1,782万円

●特区民泊関連事業の支援	 4,813万円
　－商店街・公衆浴場・特区民泊等宿泊施設連携事業など－

ほか

　新規事業の「出産・育児支援
事業かるがも」は、妊娠届を提
出する時など、妊娠の早い時期
から保健師や助産師など専門職
が全ての妊婦と面接を行う。適
切な情報を提供し、不安解消に
努めていく。

　臨海部の特色である水辺を生
かし、水辺のレクリエーション
やスポーツの拠点として新ス
ポーツ健康ゾーンの整備を目指
している。本格的なスポーツ施
設の整備は、既存施設の活用や
既存施設間の連携を行い、充実
を図っていく。

　区民の命を守るための対策事
業を推進し、最低限の生活を守
るための重要対策への取り組み
に力を入れ、備蓄物品の整備・
充実に取り組む。衛生用品や要
配慮者への必要物品配備、乳児
用肌着などの入れ替えを計画的
に行っていく。

　商店街による多言語マップ・
クーポン、ホームページ作成、
銭湯体験事業などを計上した。
特区民泊利用者の区内回遊性を
促進し、区内産業の活性化を図
るもの。国際都市おおたの推進
と外国人誘客につながると期待
している。

　28年度の新規事業は、子ど
もの誕生前から、出産・育児の
不安に寄り添う事業になってほ
しいが、妊娠時の不安解消に向
けた新たな事業計画の内容を伺
う。

　臨海部のスポーツ施設整備を
進めることで、オリンピック・
パラリンピック誘致による経済
効果とPR、宿泊施設の充実に
つながると考えるがいかがか。

　備蓄物品について、28年度の
予算で２億円を超える予算措置
をしているが、考え方について
伺う。

　特区民泊関連事業の支援で、
クーポンや銭湯体験ができる予
算が組まれているが、その効果
について伺う。

子育て・教育・健康・福祉・医療の充実

スポーツ・観光・文化振興、環境対策

安全・安心の確保

空港・交通機能向上、産業振興

Q

Q

Q

Q

A

A

A

A

予算特別委員会での
議論から見る 平成28年度予算の主な事業
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予算に対する各会派の意見平 成 28 年 度

　平成28年度大田区一般会計予算及び国民健
康保険事業・後期高齢者医療・介護保険の各特
別会計予算について、２月26日の本会議で予算
特別委員会（議長を除く49名で構成）を設置し、
３月９日から22日までの実質８日間にわたり、
集中的に審査しました。これらの予算に対する
各会派の意見は次のとおりです。
　なお、一般会計及び各特別会計予算は賛成者
多数で可決しました。 田島和雄　副委員長 岸田哲治　委員長予算特別委員会審査の様子

大田区議会民主党

自由民主党大田区民連合

大田区議会公明党

日本共産党大田区議団

【賛成】
●�一般会計
●��国民健康保険事業
　特別会計
●�後期高齢者医療
　特別会計
●�介護保険特別会計

【賛成】
●�一般会計
●��国民健康保険事業
　特別会計
●�後期高齢者医療
　特別会計
●�介護保険特別会計

【反対】
●�一般会計
●��国民健康保険事業
　特別会計
●�後期高齢者医療
　特別会計
●�介護保険特別会計

【賛成】
●�一般会計
●��国民健康保険事業
　特別会計
●�後期高齢者医療
　特別会計
●�介護保険特別会計

積極的な予算配置を行い、大田区の更なる発展を

持続可能な区政運営で多様性を活かす大田区を目指して

「応益負担」ではなく、区民の福祉増進のための区政へ

誰もが、いつまでも安心して暮らせる大田区に

　将来の人口構成の変化や、防災力・防犯力の強
化といった喫緊の課題と、東京オリンピック・パ
ラリンピックや「国家戦略特別区域」を活用した
取り組みなどを、時機を逸することなく進めるた
めの予算案であり、データヘルス計画に基づく保
健事業、生活道路の路面下空洞調査及び補修工事
など大田区議会公明党が要望してきた多くの施策

が盛り込まれていることを高く評価いたします。
　現場第一主義の公明党が区民の皆様からのご意
見を基に提案した、薬物乱用防止の推進、認可保
育園の指数に低所得者加算、高齢者・低所得者の
住宅確保対策、車いすの反射板普及、メタボ対策
推進、不法投棄対策強化、食品ロス削減など積極
的に推進するよう強く要望いたします。

　新年度予算では私立認可保育所７か所開設、小
中学校図書室に（仮称）読書教育司書配置、住宅
リフォーム助成予算増額、特養ホーム（矢口、千
鳥）など整備、奨学金制度の通信制課程への拡充
などが実現しましたが、会議室などの施設使用料
値上げ、指定保養施設の利用回数制限、職員定数
削減で官製ワーキングプアを増やし、一方で新空

港線「蒲蒲線」積立金５億円など大型開発とその
財源確保の積み立てを優先しており反対しました。
　日本共産党大田区議団は認可保育園20か所、特
養ホーム10か所の増設、中小企業の後継者支援な
ど暮らし、福祉、営業優先の予算編成替えを提出
しました。各特別会計は保険料の更なる値上げで
区民に負担を押し付けるものであり反対しました。

　平成28年度予算は、待機児童問題や、老朽化の
進む公共施設の維持・更新など、区政の重要な課
題を解決する取り組みを充実させており、評価い
たしました。予算特別委員会審査では、更なる待
機児童対策強化の他、子どもの貧困対策や多子世
帯への経済的支援など、子ども施策の拡充を訴え
ました。また、ご高齢の方々が介護保険に頼らず

に元気に暮らせるよう、一般介護予防事業の更な
る充実、データヘルス計画の着実な実施による区
民の健康増進の取り組みを行うこと、公契約条例
制定に向けた調査を本格的に実施すること、羽田
空港跡地整備の区民負担を最小限にすることなど
を求めました。今後も私たちは、区政諸課題の解
決に向けて区民の皆様とともに進んでまいります。

　平成28年度予算案は、前年度比２．９％増の約
２，５７４億円と過去最大規模で、「少子高齢化
の進行等、人口構成の変化への対応」など区政の
重点課題を解決するための充実した予算となって
おります。待機児童ゼロに向けた保育サービス定
員の拡充、蒲田駅や大森駅周辺地区、臨海部、羽
田空港跡地における成長戦略拠点の形成などの交

通結節機能を強化したまちづくりをはじめ、東京
オリンピック・パラリンピックを契機とした新ス
ポーツ健康ゾーンの整備、「特区民泊」の着実な
取り組みと観光や産業との連携強化といった区政
の喫緊の課題解決に的確に対応するもので、高く
評価し、賛成します。区長とともに自由民主党大
田区民連合は取り組んでまいります。
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か
、
規
定
を
整

備
す
る
。

◎
大
田
区
行
政
委
員
会
の
委
員
の
報
酬
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

　
選
挙
管
理
委
員
会
の
補
充
員
を
除
く
委

員
会
の
委
員
等
の
報
酬
に
つ
い
て
、
規

定
を
整
備
す
る
。

◎
大
田
区
非
常
勤
職
員
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
条
例

　
非
常
勤
職
員
の
う
ち
弁
護
士
の
資
格
を

有
す
る
者
に
対
す
る
報
酬
の
上
限
額
を

定
め
る
。

◎
公
聴
会
等
に
出
頭
す
る
者
の
実
費
弁
償

条
例

◎
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例

◆
大
田
区
防
災
業
務
従
事
者
損
害
補
償
条

例

　
行
政
不
服
審
査
法
の
改
正
に
伴
い
、
規

定
を
整
理
す
る
。

◆
大
田
区
立
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
条

例
◆
大
田
区
立
消
費
者
生
活
セ
ン
タ
ー
条
例

◆
大
田
区
特
別
出
張
所
付
属
施
設
条
例

◆
大
田
区
立
文
化
セ
ン
タ
ー
条
例

◆
大
田
区
立
ラ
イ
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
西
馬

込
条
例

◆
大
田
区
立
池
上
会
館
条
例

◆
大
田
区
立
山
王
会
館
条
例

◆
大
田
区
立
田
園
調
布
富
士
見
会
館
条
例

◆
大
田
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
羽
田

旭
条
例

◆
大
田
区
ふ
れ
あ
い
は
す
ぬ
ま
条
例

◆
大
田
区
北
蒲
広
場
条
例

◆
大
田
区
多
文
化
共
生
推
進
セ
ン
タ
ー
条

例
◆
大
田
区
立
前
の
浦
集
会
室
条
例

◆
大
田
区
立
共
同
利
用
施
設
条
例

◆
大
田
区
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
条

例
◆
大
田
区
立
学
校
施
設
の
活
用
に
関
す
る

条
例

　
受
益
者
負
担
の
適
正
化
の
観
点
か
ら
、

　
施
設
の
使
用
料
を
見
直
す
。

◆
大
田
区
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の

公
表
に
関
す
る
条
例

　
地
方
公
務
員
法
の
改
正
に
伴
い
、
人
事

行
政
の
運
営
の
状
況
に
係
る
報
告
事
項

を
整
備
す
る
。

◆
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
に
関
す

る
条
例

　
任
期
付
職
員
の
採
用
制
度
を
拡
充
す
る

ほ
か
、
規
定
を
整
備
す
る
。

◆
職
員
の
分
限
に
関
す
る
条
例

　
職
員
の
意
に
反
す
る
降
給
の
事
由
等
を

定
め
る
ほ
か
、
規
定
を
整
備
す
る
。

◆
公
益
的
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に

関
す
る
条
例

　
職
員
を
派
遣
す
る
こ
と
が
で
き
る
公
益

的
法
人
等
に
、
一
般
社
団
法
人
大
田
観

光
協
会
を
加
え
る
。

◎
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に

関
す
る
条
例

◎
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例

　
地
方
公
務
員
法
の
改
正
に
伴
い
、
規
定

を
整
理
す
る
。

◎
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例

　
地
方
公
営
企
業
法
の
改
正
に
伴
い
、
規

定
を
整
理
す
る
。

◎
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

　
地
方
公
務
員
法
の
改
正
に
伴
い
、
等
級

別
基
準
職
務
表
を
定
め
る
ほ
か
、
規
定

を
整
備
す
る
。

◎
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例

　
旅
行
雑
費
の
支
給
範
囲
を
見
直
す
。

◆
大
田
区
印
鑑
条
例

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
用
い
た
多
機
能
端

末
機
に
よ
る
印
鑑
登
録
証
明
の
申
請
等

に
つ
い
て
定
め
る
。

◎
大
田
区
特
別
区
税
条
例

　
地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
徴
収
等
の

猶
予
に
関
す
る
規
定
を
整
備
す
る
。

◆
大
田
区
区
民
活
動
支
援
施
設
条
例

　
指
定
管
理
者
が
公
益
の
た
め
に
使
用
す

る
場
合
の
優
先
使
用
等
に
つ
い
て
定
め

る
ほ
か
、
受
益
者
負
担
の
適
正
化
の
観

点
か
ら
、
施
設
の
使
用
料
を
見
直
す
。

◆
大
田
区
立
区
民
セ
ン
タ
ー
条
例

◆
大
田
区
立
大
森
東
地
域
セ
ン
タ
ー
条
例

◆
大
田
区
立
多
摩
川
集
会
室
条
例

　
受
益
者
負
担
の
適
正
化
の
観
点
か
ら
、

　
施
設
の
使
用
料
を
見
直
す
ほ
か
、
規
定

を
整
備
す
る
。

◆
大
田
区
奨
学
金
貸
付
条
例

　
奨
学
金
の
貸
付
け
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
者
に
専
攻
科
、
別
科
及
び
通
信
教

育
の
学
生
を
含
め
る
ほ
か
、
規
定
を
整

備
す
る
。

◆
大
田
区
老
人
い
こ
い
の
家
条
例

　
東
嶺
町
老
人
い
こ
い
の
家
、
田
園
調
布

老
人
い
こ
い
の
家
及
び
田
園
調
布
西
老

人
い
こ
い
の
家
を
廃
止
す
る
ほ
か
、
受

益
者
負
担
の
適
正
化
の
観
点
か
ら
、
施

設
の
使
用
料
を
見
直
す
。

◎
大
田
区
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の

事
業
の
人
員
、
設
備
、
運
営
等
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例

◎
大
田
区
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
、
運

営
等
及
び
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の

効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例

　
介
護
保
険
法
等
の
改
正
に
伴
い
、
規
定

を
整
備
す
る
。

◎
大
田
区
心
身
障
害
者
福
祉
手
当
条
例

　
心
身
障
害
者
福
祉
手
当
の
支
給
対
象
で

あ
る
障
害
者
に
精
神
障
害
者
を
加
え
る
。

◎
大
田
区
の
福
祉
に
関
す
る
事
務
所
設
置

条
例

　
組
織
改
正
に
伴
い
、
大
田
区
福
祉
事
務

所
の
位
置
を
変
更
す
る
。

◆
大
田
区
立
上
池
台
障
害
者
福
祉
会
館
条

例

　
集
会
室
、
談
話
室
等
を
改
修
し
、
生
活

介
護
を
提
供
す
る
事
業
に
必
要
な
施
設

等
と
す
る
。

◎
大
田
区
保
健
所
使
用
条
例

　
試
験
検
査
成
績
書
謄
本
の
交
付
に
係
る

手
数
料
を
廃
止
す
る
。

◆
地
域
力
を
生
か
し
た
大
田
区
ま
ち
づ
く

り
条
例

　
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
推
進
す
る
支
援
事

業
を
見
直
す
。

◆
大
田
区
住
宅
修
築
資
金
融
資
基
金
条
例

　
大
田
区
住
宅
修
築
資
金
融
資
基
金
を
減

額
す
る
。

◎
大
田
区
建
築
審
査
会
条
例

　
建
築
基
準
法
の
改
正
に
伴
い
、
委
員
の

任
期
を
定
め
る
。

◎
大
田
区
特
別
区
道
路
占
用
料
等
徴
収
条

例

　
道
路
占
用
料
の
額
を
改
定
す
る
ほ
か
、

　
規
定
を
整
備
す
る
。

◎
大
田
区
公
共
物
管
理
条
例

　
公
共
物
の
占
用
料
及
び
使
用
料
の
額
を

改
定
す
る
。

◆
大
田
区
立
公
園
条
例

　
占
用
料
を
改
定
す
る
ほ
か
、
公
園
内
に

お
け
る
禁
止
行
為
に
つ
い
て
規
定
を
整

備
す
る
。

◆
大
田
区
立
下
水
道
関
連
施
設
公
園
等
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

　
公
園
内
に
お
け
る
禁
止
行
為
に
つ
い
て
、

規
定
を
整
備
す
る
。

◆
大
田
区
立
児
童
遊
園
条
例

　
児
童
遊
園
内
に
お
け
る
禁
止
行
為
に
つ

い
て
、
規
定
を
整
備
す
る
。

◆
大
田
区
立
多
摩
川
田
園
調
布
緑
地
条
例

　
緑
地
内
に
お
け
る
禁
止
行
為
に
つ
い
て
、

規
定
を
整
備
す
る
。

◆
大
田
区
立
児
童
館
条
例

　
仲
六
郷
児
童
館
を
廃
止
す
る
。

◆
大
田
区
立
保
育
園
条
例

　
上
池
台
保
育
園
及
び
北
糀
谷
保
育
園
の

廃
止
並
び
に
六
郷
保
育
園
の
移
転
。

◎
大
田
区
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科

医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償

に
関
す
る
条
例

　
公
務
災
害
補
償
の
補
償
基
礎
額
を
改
定

す
る
。

◆
大
田
区
立
図
書
館
設
置
条
例

　
六
郷
図
書
館
の
一
時
移
転
。

◆
大
田
区
職
員
定
数
条
例

　
区
長
の
事
務
部
局
の
職
員
を
24
人
減
員

し
、
議
会
の
事
務
部
局
の
職
員
を
１
人

増
員
し
、
教
育
委
員
会
の
所
管
に
属
す

る
学
校
の
事
務
部
局
の
職
員
を
23
人
減

員
す
る
ほ
か
、
規
定
を
整
備
す
る
。

◆
大
田
区
手
数
料
条
例

　
印
鑑
登
録
証
の
交
付
手
数
料
を
見
直
し
、

多
機
能
端
末
機
に
よ
り
交
付
す
る
場
合

の
手
数
料
、
既
存
住
宅
の
増
築
又
は
改

築
時
に
お
け
る
長
期
優
良
住
宅
建
築
等

計
画
認
定
申
請
等
の
審
査
に
係
る
手
数

料
及
び
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能

向
上
計
画
認
定
申
請
等
の
審
査
に
係
る

手
数
料
を
定
め
る
。

◆
大
田
区
国
民
健
康
保
険
条
例

　
一
般
被
保
険
者
に
係
る
基
礎
賦
課
額
の

保
険
料
率
等
を
改
定
す
る
ほ
か
、
国
民

健
康
保
険
法
施
行
令
等
の
改
正
に
伴
う

規
定
の
整
備
を
す
る
。

◆
大
田
区
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例

　
学
校
教
育
法
等
の
改
正
に
伴
い
、
規
定

を
整
備
す
る
。

条
例
の
廃
止

◎
職
員
の
結
核
休
養
に
関
す
る
条
例

　
結
核
性
疾
患
を
取
り
巻
く
状
況
の
変
化

に
伴
い
、
結
核
休
養
制
度
を
廃
止
す
る
。

土
地
の
取
得

◆
佐
伯
山
緑
地
用
地

　
所
在
：
中
央
五
丁
目
３
８
９
番
１
ほ
か

14
筆
の
う
ち
３
９
１
番
９

　
地
積
：
１
０
、
０
３
８
・
47
㎡
の
う
ち

６
１
２
・
77
㎡

　
取
得
金
額
：
１
億
８
、
３
６
７
万
９
、

　
４
１
５
円

指
定
管
理
者
の
指
定

◆
大
田
区
立
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー

　
指
定
期
間
：
平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で

　
指
定
管
理
者
の
名
称
：
特
定
非
営
利
活

動
法
人
男
女
共
同
参
画
お
お
た

公
園
の
廃
止

◆
大
田
区
立
仲
六
郷
二
丁
目
公
園

　
大
田
区
立
仲
六
郷
保
育
園
の
建
て
替
え

工
事
に
伴
い
、
大
田
区
立
仲
六
郷
二
丁

目
公
園
を
廃
止
す
る
。

　
廃
止
の
期
日
：
平
成
28
年
６
月
１
日

協
議

◆
東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
規

約
の
一
部
を
変
更
す
る
規
約

　
東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の

経
費
の
支
弁
の
方
法
を
変
更
す
る
。

特
別
区
道
路
線
の
認
定

◎
特
別
区
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　
⑴�

蒲
田
三
丁
目
28
番
８
の
地
先
か
ら
蒲

田
三
丁
目
28
番
９
の
地
先
ま
で

　
⑵�

西
糀
谷
四
丁
目
１
９
６
番
２
の
地
先

か
ら
西
糀
谷
四
丁
目
１
９
１
番
１
の

地
先
ま
で

◎
特
別
区
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

　
⑴�

大
森
西
三
丁
目
１
２
２
番
２
の
地
先

か
ら
大
森
西
三
丁
目
１
８
２
番
６
の

地
先
ま
で

　
⑵
大
森
西
五
丁
目
２
７
２
番
２
の
地
先

　
⑶�

蒲
田
四
丁
目
60
番
２
の
地
先
か
ら
蒲

田
四
丁
目
55
番
１
の
地
先
ま
で

定
例
会
で
決
ま
っ
た
議
案
な
ど

第1回

「
定
例
会
で
決
ま
っ
た
議
案
な
ど
」

続
き
は
10
面
へ
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今
定
例
会
で
新
規
に
提
出
さ
れ
た
も
の

及
び
継
続
審
査
し
て
い
た
も
の
で
今
回
採

決
し
た
も
の
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

か
っ
こ
内
が
審
査
結
果
で
す
。

総
務
財
政
委
員
会

●
施
設
の
使
用
料
値
上
げ
に
関
す
る
陳
情

　

 

（
不
採
択
）

●
施
設
使
用
料
の
値
上
げ
に
反
対
す
る
陳

情
（
不
採
択
）

●
施
設
使
用
料
大
幅
値
上
げ
に
関
す
る
陳

情
（
不
採
択
）

●
施
設
使
用
料
の
値
上
げ
を
中
止
す
る
こ

と
を
求
め
る
陳
情
（
不
採
択
）

地
域
・
産
業
委
員
会

●
下
丸
子
地
域
に
区
民
施
設
の
建
設
要
望

に
関
す
る
陳
情
（
不
採
択
）

●
大
田
区
指
定
保
養
施
設
に
関
す
る
陳
情

ほ
か
６
件
（
不
採
択
）

●
大
田
区
保
養
施
設
に
関
す
る
陳
情

　

 

（
不
採
択
）

保
健
福
祉
委
員
会

●
軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
・
脳
震
盪
の
周
知

と
予
防
、
危
険
性
や
予
後
の
相
談
窓
口

等
の
設
置
を
求
め
る
陳
情
（
不
採
択
）

●
高
齢
者
の
実
情
に
合
う
介
護
保
険
に
関

す
る
陳
情
（
不
採
択
）

●
西
糀
谷
気
象
庁
蒲
田
住
宅
跡
地
に
高
齢

者
向
け
の
福
祉
施
設
や
集
会
所
の
建
設

又
は
招
致
を
求
め
る
陳
情
（
不
採
択
）

都
市
整
備
委
員
会

●
大
田
区
立
多
摩
川
台
公
園
改
良
工
事
に

関
す
る
陳
情
（
不
採
択
）

●
『
大
田
区
立
森
ヶ
崎
海
岸
公
園
の
安
全

に
関
す
る
陳
情
』（
継
続
）

こ
ど
も
文
教
委
員
会

●
誰
も
が
安
心
し
て
保
育
園
へ
預
け
ら
れ

る
保
育
料
を
求
め
る
陳
情
（
不
採
択
）

●
保
育
料
の
値
上
げ
を
せ
ず
、
保
育
料
の

負
担
軽
減
を
求
め
る
陳
情
（
不
採
択
）

●
保
育
料
の
値
上
げ
を
し
な
い
よ
う
お
願

い
す
る
陳
情
（
不
採
択
）

議
会
運
営
委
員
会

●
大
田
区
議
会
の
開
会
に
関
す
る
陳
情

　

 

（
不
採
択
）

羽
田
空
港
対
策
特
別
委
員
会

●
日
米
航
空
交
渉
が
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い

て
区
民
へ
の
説
明
を
求
め
る
陳
情

　

 

（
不
採
択
）

防
災
・
安
全
対
策
特
別
委
員
会

●
地
元
羽
田
地
域
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

を
求
め
る
陳
情
（
不
採
択
）

　　
⑷�

蒲
田
四
丁
目
62
番
９
の
地
先
か
ら
蒲

田
四
丁
目
63
番
４
の
地
先
ま
で

　
⑸�
蒲
田
本
町
二
丁
目
２
番
４
の
地
先
か

ら
蒲
田
本
町
二
丁
目
13
番
22
の
地
先

ま
で

　
⑹�

蒲
田
本
町
二
丁
目
19
番
11
の
地
先
か

ら
蒲
田
本
町
二
丁
目
９
番
26
の
地
先

ま
で

　
⑺�

仲
六
郷
一
丁
目
１
番
13
の
地
先
か
ら

仲
六
郷
一
丁
目
３
番
64
の
地
先
ま
で

　
⑻�

仲
六
郷
二
丁
目
16
番
71
の
地
先
か
ら

仲
六
郷
二
丁
目
11
番
１
２
７
の
地
先

ま
で

　
⑼�

南
蒲
田
一
丁
目
12
番
35
の
地
先
か
ら

南
蒲
田
一
丁
目
12
番
５
の
地
先
ま
で

　
⑽�

南
蒲
田
一
丁
目
22
番
３
の
地
先
か
ら

南
蒲
田
一
丁
目
12
番
５
の
地
先
ま
で

報
告

●
訴
え
の
提
起
に
係
る
専
決
処
分

　
中
小
企
業
融
資
資
金
譲
受
債
権
支
払
滞

納
者
に
対
す
る
貸
金
返
還
請
求
に
関
す

る
訴
え
の
提
起

　
処
分
日
：
平
成
27
年
12
月
18
日

　
訴
訟
の
目
的
の
価
額
：
25
万
円

●
訴
え
の
提
起
に
係
る
専
決
処
分

・
建
物
明
渡
し
等
を
求
め
る
訴
え
の
提
起

　
処
分
日
：
平
成
28
年
１
月
20
日

　
訴
訟
の
目
的
の
価
額
：
１
３
８
万
５
、

　
３
５
３
円

・
損
害
賠
償
等
の
支
払
を
求
め
る
訴
え
の

提
起

　
処
分
日
：
平
成
28
年
１
月
18
日

　
訴
訟
の
目
的
の
価
額
：
69
万
９
、
２
０

０
円

●
訴
訟
上
の
和
解
に
係
る
専
決
処
分

　
大
田
区
奨
学
金
の
返
還
を
求
め
る
訴
訟

上
の
和
解

　
処
分
日
：
平
成
28
年
１
月
20
日

　
訴
訟
の
目
的
の
価
額：３
５
９
万
５
、３

８
２
円

●
区
の
義
務
に
属
す
る
損
害
賠
償
額
決
定

に
係
る
専
決
処
分

　
区
立
公
園
の
立
木
の
根
に
よ
る
物
損
事

故
　
処
分
日
：
平
成
27
年
12
月
17
日

　
賠
償
金
額
：
10
万
６
、
６
０
６
円

●
大
田
区
立
東
六
郷
小
学
校
校
舎
改
築
工

事
請
負
契
約
の
専
決
処
分

　
処
分
日
：
平
成
28
年
１
月
18
日

　
契
約
金
額
を
15
億
２
、
２
８
０
万
円
か

ら
15
億
２
、
６
５
４
万
７
、
６
０
０
円

に
変
更
す
る
。

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

◎
石
井
一
平	

◎
川
﨑
洋
子

◎
鈴
木
清
子	

◎
野
邉
晴
子

◎
橋
爪
伸
由	

◎
松
本
浩
子

◎
澤
田
宗
德	

◎
元
木
慶
三

◎
守
安
富
美
子

議
員
提
出
議
案

◎
中
央
防
波
堤
埋
立
地
の
大
田
区
へ
の
全

島
帰
属
を
求
め
る
決
議

　

 

（
「
お
お
た
区
議
会
だ
よ
り
平
成
28
年

第
1
回
定
例
会  

号
外
」
に
全
文
掲
載
）

委
員
会
提
出
議
案

◎
大
田
区
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　
大
田
区
組
織
条
例
の
改
正
に
伴
い
、
規

定
を
整
理
す
る
。

定
例
会
の
請
願
・
陳
情
の
結
果

第1回

総務費
・公共施設整備資金積立基金積立金	 35億円
公共施設整備資金積立基金積立金の新規積立
・土地開発公社貸付金	 ▲13億7,766万円
土地開発公社貸付金の減
・普通財産撤去工事	 ▲1億4,003万5千円
�志茂田中学校解体工事費の減、旧伊豆高原学園
付属施設解体工事の工期変更に伴う減など

福祉費
・大田区次世代育成支援緊急対策整備事業
	 1億9,035万8千円
私立認可保育所開設補助の増
・国民健康保険事業特別会計への繰出金
	 8,767万2千円
�国民健康保険事業特別会計第1次補正に伴う一
般会計繰出金の増
・乳幼児及び義務教育就学児の医療費助成事業
	 7,300万4千円
医療費助成の増

・後期高齢者医療特別会計への繰出金
	 ▲4億4,358万5千円
�後期高齢者医療特別会計第2次補正に伴う一般
会計繰出金の減
・地域密着型サービス施設への施設整備費補助
	 ▲1億5,414万2千円
工事進捗率の変更などによる減

衛生費
・前年度国・都支出金等返還金	 200万1千円
�過年度分実績確定に伴う返還（保健事業費等及
び補償給付費負担金）

土木費
・公共下水道枝線建設	 ▲1億300万円
施工方法の変更及び事業規模の縮小による減

都市整備費
・京急関連駅周辺のまちづくり	 30億2,848万7千円
市街地再開発事業費　糀谷駅前地区

福祉費
・保育園入所者運営費	 8,902万1千円
公定価格の引上げによる増

産業経済費
・羽田空港跡地における産業交流拠点の形成	 9,900万円
①IoT※1  仲間まわし※2  による中小企業の生産性向上プロジェクト
②大田区プロトタイプ※3  センターの整備に向けた取り組み

※１　�IoT（Internet of Things）…様々なモノがインターネットに接続され、相互に情報をやり取
りすること。

※２　仲間まわし…区内の専門企業が順次加工を加え、製品を完成させること。
※３　プロトタイプ…原型、試作品

一般会計補正予算（第4次）の主な事業

一般会計補正予算（第５次）の事業

平成27年度一般会計補正予算（第4次）を可決

平成27年度一般会計補正予算（第５次）を可決

　第1回定例会に提出された平成27年度一般会計補正予算（第4次）は、状況の変化に速やかに
対応するための予算として、15億217万8千円を増額するものです。今回の一般会計補正予算で
計上された主な事業は、以下のとおりです（▲は減額）。

　第１回定例会に提出された平成27年度一般会計補正予算（第5次）は、国の平成27年度補正予
算（第１号）に対応するための予算として、1億8,802万１千円を増額するものです。今回の一
般会計補正予算で計上された事業は、以下のとおりです。

傍聴をお待ちしております

　議会活動に触れる身近な
方法に傍聴があります。本
会議の傍聴は区役所本庁舎
11階の傍聴受付までお越し
ください。
　傍聴席は、椅子席69席、
車椅子用スペース３席、親
子席４席の計76席となっています。親子席はガラス
張りで防音となっており、お子様連れでも安心して傍
聴ができます。手話通訳者の配置を希望する場合は、
傍聴希望日の7日前までにお申し出ください。
TEL 03-5744-1473　FAX 03-5744-1541

傍聴席での撮影・録音などは
原則として禁止されています。

「
定
例
会
で
決
ま
っ
た
議
案
な
ど
」

９
面
か
ら
の
続
き
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自
由
民
主
党
大
田
区
民
連
合

大
田
区
議
会
公
明
党

日
本
共
産
党
大
田
区
議
団

大
田
区
議
会
民
主
党

東
京
維
新
の
会
大
田

大
田
区
議
会
緑
の
党

次
世
代
の
党

フ
ェ
ア
な
民
主
主
義

闘
う
改
革
の
会

大
田
・
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

大
田
無
所
属
の
会 結

果

⒃ ⑿ ⑼ ⑸ ⑵ ⑴ ⑴ ⑴ ⑴ ⑴ ⑴

平成28年度予算

一般会計 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 可決
国民健康保険事業特別会計 ○ ○ × ○ ○ × ○ × ○ × ○ 可決
後期高齢者医療特別会計 ○ ○ × ○ ○ × ○ × ○ × ○ 可決
介護保険特別会計 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ 可決

平成27年度
補正予算

一般会計（第４次） ○ ○ × ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ 可決
国民健康保険事業特別会計（第１次） ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 可決
後期高齢者医療特別会計（第２次） ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 可決
介護保険特別会計（第３次） ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 可決
一般会計（第５次） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ 可決

条例の制定 大田区行政不服審査法施行条例 ○ ○ × ○ ○ × ○ × ○ × ○ 可決

条例の一部改正

大田区行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関す
る条例 ○ ○ × ○ ○ × ○ × ○ × ○ 可決

大田区組織条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 可決
大田区情報公開条例 ○ ○ × ○ ○ × ○ × ○ × ○ 可決
大田区情報公開・個人情報保護審査会条例 ○ ○ × ○ ○ × ○ × ○ × ○ 可決
大田区個人情報保護条例　 ○ ○ × ○ ○ × ○ × ○ × ○ 可決
大田区立男女平等推進センター条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ 可決
大田区人事行政の運営等の状況の公表に関する条例 ○ ○ × ○ ○ × ○ × ○ × ○ 可決
一般職の任期付職員の採用に関する条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 可決
職員の分限に関する条例 ○ ○ × ○ ○ × ○ × ○ × ○ 可決
公益的法人等への職員の派遣等に関する条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 可決
大田区印鑑条例 ○ ○ × ○ ○ × ○ × ○ × ○ 可決
大田区立消費者生活センター条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ 可決
大田区区民活動支援施設条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ 可決
大田区特別出張所付属施設条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ 可決
大田区立区民センター条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ 可決
大田区立文化センター条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ 可決
大田区立大森東地域センター条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ 可決
大田区立ライフコミュニティ西馬込条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ 可決
大田区立池上会館条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ 可決
大田区立山王会館条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ 可決
大田区立田園調布富士見会館条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ 可決
大田区コミュニティセンター羽田旭条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ 可決
大田区ふれあいはすぬま条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ 可決
大田区北蒲広場条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ 可決
大田区多文化共生推進センター条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ 可決
大田区奨学金貸付条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 可決
大田区老人いこいの家条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 可決
大田区立前の浦集会室条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ 可決
大田区立上池台障害者福祉会館条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 可決

地域力を生かした大田区まちづくり条例 ○ ○ × ○4
棄権1 × × 棄権 × ○ × ○ 可決

大田区住宅修築資金融資基金条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
大田区立公園条例 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ × ○ 可決
大田区立下水道関連施設公園等の設置及び管理に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ × ○ 可決
大田区立児童遊園条例 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ × ○ 可決
大田区立多摩川田園調布緑地条例 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ × ○ 可決
大田区立児童館条例 ○ ○ × ○ ○ × ○ × ○ × ○ 可決
大田区立共同利用施設条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 可決
大田区立多摩川集会室条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ 可決
大田区子ども家庭支援センター条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 可決
大田区立保育園条例 ○ ○ × ○ ○ × ○ × ○ × ○ 可決
大田区立学校施設の活用に関する条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ 可決
大田区立図書館設置条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 可決
大田区防災業務従事者損害補償条例 ○ ○ × ○ ○ × ○ × ○ × ○ 可決
大田区職員定数条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 可決
大田区手数料条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 可決
大田区国民健康保険条例 ○ ○ × ○ ○ × ○ × ○ × ○ 可決
大田区放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 可決

土地の取得について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 可決
東京都後期高齢者医療広域連合規約の一部を変更する規約に関する協議について ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 同意
指定管理者の指定 大田区立男女平等推進センター ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
公園の廃止　 大田区立仲六郷二丁目公園 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 可決

意見が異なった議案などに対する各会派の態度
○：賛成　×：反対　棄権：表決に加わらなかった

会   派   名
（所属議員数）

件　　　　　名
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期　　間 平成28年1月20日から1月21日まで
視察場所 長崎県諫

いさはや

早市、福岡県嘉
か ま

麻市
視察議員 �伊藤和弘、押見隆太、伊佐治剛、勝亦聡、田島和雄、馬橋靖世

期　　間 平成28年２月16日から２月17日まで
視察場所 長野県東

とう

御
み

市
視察議員 �高瀬三徳、松原茂登樹、押見隆太、鈴木隆之、深川幹祐、渡司幸、

高山雄一、松本洋之、勝亦聡、秋成靖、玉川英俊、小峰由枝、
　　　　　 大竹辰治、福井亮二、松原元、荻野稔、三沢清太郎、湯本良太郎、
　　　　　 馬橋靖世

　大田区議会では、議会改革の一環で
あるICT化実現に向けた調査・研究を図
ることを目的として、ICT化調査・研究
会を立ち上げました。27年11月に試行
で導入したタブレット端末の研修体制
や活用方法、使用ルールなどについて
先進議会の事例を学び、今後のICT化推
進に生かすため、長崎県諫早市議会及
び福岡県嘉麻市議会を視察しました。
　諫早市議会は、27年６月の定例会から実証実験を始め、28年度から、タブ
レット端末と紙資料併用での運用を開始する予定です。一方、嘉麻市議会は、
26年９月の定例会からタブレット端末と紙資料併用での運用を開始し、27年５
月からは完全ペーパーレスの本格運用を始めています。
　費用の負担方法で差異はあるものの、いずれの市議会も資料のペーパーレス
化にとどまらず、議員からの情報発信、スケジュールの共有など、様々な場面
でタブレット端末を活用しています。
　大田区議会としては、本視察を踏まえて予算特別委員会での資料のペーパー
レス化及びタブレット端末の持ち込みを試行で実施しました。今後その検証を
行い、様々な視点から、更なる調査・研究を行っていきます。

　平成28年２月29日、大連市人民代表大会常務委員会（日本の
議会に相当）の曲暁飛・副主任（副議長に相当）をはじめとす
る６名の代表団が大田区議会を訪れました。
　大田区議会と大連市人民代表大会常務委員会は、21年10月に
友好協力関係に関する覚書を締結して以来、交流を深めていま
す。
　松原茂登樹議長をはじめとする大田区議会議員との懇談の中
で、国際化された羽田空港と大連周水子国際空港との定期直行
便就航や大田区の中小企業振興などについて意見交換を行い、
更なる大田区と大連市の友好交流及び協力の促進を互いに確認
しました。

　大田区議会では、議長をはじ
め、7会派全19名で、大田区と友
好都市提携及び地域防災協定を締
結している長野県東御市、東御市
議会を訪問しました。櫻井寿彦議
長、清水新一副議長、花岡利夫市
長、田丸基廣副市長のほか、東御
市議会全議員の皆様から温かい歓
迎を受けました。
　東御市役所では、東御市の重点
施策、災害時の応援協定について伺い、意見交換を行いました。
　このほか、東御市の産業であるワイン農業、地域の医療・保健・福祉のニー
ズを満たす多機能施設「ケアポートみまき」、「運動あそび」による健康づく
りへの取り組みを行っている東御市立和

かのう

保育園を視察しました。
　今回の親善訪問によって、双方の活性化につながる重要な交流ができ、今
後、更なる友好交流を深めていくことを確認しました。

ＩＣＴ化先進議会視察

大連市人民代表大会常務委員会
代表団が大田区議会に来訪

長野県東御市議会親善訪問

大連市人民代表大会常務委員会の曲暁飛・副主任をはじめとする大連市代表団
と大田区議会議員

東御市立和保育園にて

　
会派の名称変更（２月１日）
変更後	 東京維新の会大田（略称：維新）
変更前	 維新の党大田区議会（略称 : 維新）

  9日	 本会議（第１日）
 10日	 本会議（第２日）
 13日	 常任委員会
 14日	 常任委員会
 15日	 議会運営委員会
 16日	 特別委員会
20日	 議会運営委員会
	 本会議（第３日）

第2回定例会の予定

○請願・陳情の締め切り
　6月2日（木）

※以上は予定であり、実
際の日程は、定例会開催
前の議会運営委員会で
決定します。詳細は、議
会事務局までお問い合わ
せください。

6月

嘉麻市議会での視察

　平成28年第１回定例会第４日の３月７日、本会議終了後の議場で27年に引き続き２回目とな
る議場防災訓練を行いました。
　27年４月に改選があり、初めて議場防災訓練を行う議員もいる中、この訓練の目的を、まず
身の安全を守ること、次に議事の進行を確認することの２点としました。これは、地震発生時
にまず各自が身の安全を守る安全確保行動（①姿勢を低く、②頭や体を守り、③揺れが収まる
のを待つ）をとれるようにすることと、地震発生時の議事進行を確認するものです。
　訓練は、本会議最終日に議員が登壇し、発言中に、東京湾北部を震源とする震度６強の地震
が発生した想定で行いました。
【訓練内容】
　地震発生時に、議長から議事の一時中断と全員ヘル
メットを着用して姿勢を低くするよう発言があり、傍聴
者を含む全員がヘルメットを着用し、まず身の安全を守
る行動を行いました。
　揺れが収まった後、議長から指示を受けた事務局職員
が傍聴者の避難誘導と地震の発生状況確認を行い、議長
に報告した後、その場ですぐに議長、区長、危機管理監
などが集まり、対応を協議しました。
　緊急事態のため区長からも休憩の要請を受け、議長か
ら休憩宣言があり、議事を一旦休憩しました。訓練では
会期の延長を想定し、議場内で緊急の議会運営委員会を
開いた後、本会議再開後から延会までの議事運営を行い
ました。
　議会参加者全員で地震発生時の議事の流れを確認する
ことで、より有事の際の議会と執行機関との態勢の確立
が可能となるため、今後も参加者の意見を聞きながら訓
練内容を検討していきます。

議場防災訓練を行いました

安全確保行動の様子

対応協議の様子

議会中継の動画配信のご案内 大田区議会ガイドブック
　動画共有サイトYouTube内「大田区議会チャンネ
ル」にて、議会の様子を動画配信しています。 区議
会ホームページ内「議会中継」からも見ることがで
きます。
　映像は、デジタルサイネージなどで放映している
ライブ中継を録画したものです。

　区議会を身近に感じていただくために、議
会のしくみや議員の活動を、イラストを中心
に分かりやすく紹介した「大田区議会ガイド
ブック『私た
ちの大田区議
会』」を作成
しました。
　ガイドブッ
クは、区議会
ホームページ
内「議会活動
を知る（傍聴
等）」よりPDF
版をご覧いた
だけます。

配信動画：本会議、予算・決算特別委員会（総括質疑、しめ
くくり総括質疑）




